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開議 午前１０時００分 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、４番谷議員、６番多胡議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第５９号平成３０年度陸別町一般会計歳入歳出決 

算認定について 

◎日程第３ 議案第６０号平成３０年度陸別町国民健康保険事業勘 

定特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第４ 議案第６１号平成３０年度陸別町国民健康保険直営診 

療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第５ 議案第６２号平成３０年度陸別町簡易水道事業特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第６ 議案第６３号平成３０年度陸別町公共下水道事業特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７ 議案第６４号平成３０年度陸別町介護保険事業勘定特 

別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第８ 議案第６５号平成３０年度陸別町後期高齢者医療特別 

会計歳入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第５９号平成３０年度陸別町一般会計歳入歳出

決算認定についてから、日程第８ 議案第６５号平成３０年度陸別町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５９号平成３０年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定について、続きまして、議案第６０号平成３０年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６１号平成３０年度陸別町国

民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第

６２号平成３０年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまし
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て、議案第６３号平成３０年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、続きまして、議案第６４号平成３０年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出

決算認定について、続きまして、議案第６５号平成３０年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について、以上、議案第５９号から議案第６５号まで、７件を一

括して、別紙監査委員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。 

 内容につきましては、副町長から説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 説明に入る前に、大変恐縮でありますが、議案説明書のほうの訂正をお願いいたしま

す。資料ナンバー２３をお開きいただきたいと思います。 

 資料ナンバー２３につきましては、起債残高等推移の標題となっております。この下

の交付税の表の平成２９年度の欄でありますが、普通交付税の２０億２,０８３万８,０

００円を２０億１,０８３万８,０００円に、交付税計の２２億８,３１６万６,０００円

を２２億７,３１６万６,０００円に、合計の２３億７,９２６万３,０００円を２３億６,

９２６万３,０００円に、それぞれ訂正をお願いいたします。 

 それでは、これより議案第５９号から議案第６５号まで、一括して説明をさせていた

だきます。 

 初めに、平成３０年度の全会計の決算状況を申し上げます。 

 ７会計全体の合計につきましては、予算額６４億１,５６７万４,０００円に対しまし

て、歳出の決算額は６０億５,４４１万３,８７４円で、９４.４％の執行率となっており

ます。 

 なお、繰越明許費の１億９,４６９万７,９６０円を除きますと９７.３％の執行率とな

ります。 

 それでは、議案説明書の資料ナンバー１６をごらんください。 

 資料ナンバー１６につきましては、平成３０年度決算書の各会計の実質収支に関する

調書と符合するものでありまして、これを円単位で整理した表となっております。７会

計の合計額につきましては、予算額６４億１,５６７万４,０００円に対しまして、歳入

が６２億２,４１７万１,６０２円、歳出は６０億５,４４１万３,８７４円、歳入歳出差

し引き額が１億６,９７５万７,７２８円であります。 

 翌年度に繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は、一般会計のみとなっております

が、９９０万５,９６０円、歳入歳出差し引き額から翌年度に繰り越すべき財源を除いた

実質収支額の合計額は１億５,９８５万１,７６８円であります。この中から一般会計に

おいて、財政調整基金に６,０００万円を積み立てしまして、令和元年度に繰り越しする

額の合計は９,９８５万１,７６８円となります。 
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 なお、後ほど実質収支に関する調書につきましては、それぞれの会計で説明をさせて

いただきたいと思います。 

 それでは、一般会計の全体の説明をさせていただきます。 

 これから、議案第５９号平成３０年度陸別町一般会計歳入歳出決算についての説明を

行います。 

 議案説明書、資料ナンバー１７をごらんください。 

 この資料につきましては、平成３０年度繰越明許事業一覧でありますが、平成２９年

度から平成３０年度への繰り越し分となっております。掲載の事業の合計となります

が、繰越額は１億６,２６２万７,０００円、実績額は１億５,１１０万６,８５８円であ

りまして、１,１５２万１４２円の不用額となっております。 

 次に、議案説明書、資料ナンバー１８をごらんください。 

 この資料につきましては、令和元年度繰越明許事業一覧でありますが、平成３０年度

から令和元年度への繰り越し分となっております。掲載の事業を合計した繰越額は１億

９,４６９万７,９６０円となっております。いずれも左側の科目、款項目のところにお

きまして、後ほど説明をいたします。 

 それでは、決算書の１３１ページから順次説明をさせていただきますので、決算書の

１３１ページをお開きください。 

 １３１ページからは、決算書の説明資料となっております。 

 第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括でありますが、予算額４９億１,３９２万

１,０００円、歳入の決算額が４７億２,８６２万７,１７７円、歳出の決算額が４６億８

３４万５,７９２円でありまして、差し引き残額は１億２,０２８万１,３８５円、歳出の

執行率は９３.８％であります。 

 なお、平成２９年度から繰越額及び執行額と、令和元年度への繰越額を予算及び歳出

決算額から除いた平成３０年度の単年度分につきましては、予算額４５億５,６５９万

６,０４０円に対し、歳出額４４億５,７２３万８,９３４円で、歳出の執行率は９７.８

％となります。 

 次のページ、１３２ページをお開きください。 

 １３２ページ。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款町税から２０款町債までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比率

などにつきましては、表のとおりであります。平成３０年度の歳入の合計につきまして

は、予算額４９億１,３９２万１,０００円、調定額が４７億３,１９３万７,４０３円、

収入済額は４７億２,８６２万７,１７７円で、収入済額を昨年と比較しますと２億７,２

９３万３,９２１円の減となっております。このうち１款の町税につきましては、収入済

額が３億４,９０８万５,５３０円で、現年度分が３億４,８３０万７,９５０円、滞納繰

越分が７７万７,５８０円、不納決算額が６万６,８９０円、収入未済額３２４万３,３３
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６円で、収納率は９９.１％となっております。 

 次に、８款の地方交付税をごらんいただきたいと思います。地方交付税につきまして

は２１億３,５９４万９,０００円であります。前年度に比べまして１億３,７２１万７,

０００円の減額となっておりますが、一般会計に占める割合につきましては４５.２％と

なっております。歳入には、町税や使用料、手数料などの自主財源と国や道の支出金な

どの依存財源とかございますが、当町の自主財源につきましては１５億９,８９７万４,

５７６円でありまして、前年より２億３０万３８６円の増となっております。歳入に占

める割合につきましては３３.８％、５.８％ほど延びております。一方、依存財源につ

きましては３１億２,９６５万２,６０１円でありまして、前年より４億７,３２３万４,

３０７円の減となっておりまして、歳入に占める割合は６６.２％となっております。地

方交付税の依存財源に占める割合につきましては６８.２％であります。 

 次に、１３３ページ。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款議会費から１３款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び

比率などにつきましては、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額４９億１,３９２万１,０００円、

支出済額は４６億８３４万５,７９２円、昨年と比較しますと１億４,３７２万８,３７４

円の減となっております。翌年度繰越額につきましては１億９,４６９万７,９６０円、

不用額が１億１,０８７万７,２４８円で、執行率は９３.８％となっております。 

 次に、１３４ページ。 

 第４表、町税徴収実績表であります。左側が現年度分、右側が滞納繰越分となってお

ります。町民税の現年度分、収入未済額１０７万４,６２４円は、個人分と滞納分が２４

件分、不納欠損が１万７９０円は、個人分２件分であります。収入未済額９１万５,３１

２円は、個人分の２３件分となっております。 

 次に、固定資産税の現年度分、不納欠損額１万４,７００円は、純固定資産税１件分、

収入未済額６８万３,４００円は、純固定資産税の１９件分、滞納繰越分不納欠損額４万

１,４００円は、純固定資産税分２件分で、収入未済額３６万８,１００円につきまして

は、純固定資産税分の２５件分であります。 

 次に、軽自動車税の現年度分、収入未済額１２万５００円につきましては１４件分、

滞納繰越分の収入未済額８万１,４００円は１４件分であります。現年度分と滞納繰越分

を合計しますと、不納欠損分は５件、６万６,８９０円、収入未済額は１１９件で３２４

万３,３３６円となります。 

 次に、１３５ページ。 

 第５表、歳出の性質分析表をごらんください。款ごとに人件費から繰出金までを分類

しておりますが、この表は決算統計上の数値を使用しておりますので、あらかじめ御承

知をいただきたいと思います。後ほどごらんいただきたいと思います。 
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 なお、人件費、扶助費、公債費が自治体の義務的経費でありまして、この合計額は１

３億６,０６１万３,０００円となっております。 

 次のページ、１３６ページは、第６表、最近５カ年間の決算額調べてあります。こち

らも後ほどごらんいただきたいと思います。 

 次の１３７ページは、第７表、地方消費税交付金の社会保障財源化分が充てられる社

会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費であります。平成２６年度の決算から

消費税が５％から８％に引き上げられました３％分を社会保障の財源とする法律改正に

伴って義務化されたものであります。社会福祉、社会保険、保健衛生の事業の平成３０

年度の決算額が７億１,９１５万３,０００円で、その財源として、国・道支出金１億９,

８４５万円、地方債１,１４０万円、その他が９,１２１万９,０００円で、一般財源とし

て地方消費税交付金が２,０６３万１,０００円が充当されております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、７ページからの陸別町一般会

計歳入歳出決算事項別明細書の説明をさせていただきます。 

 事項別明細書の８ページをお開きください。 

 ８ページの歳入からの説明をさせていただきます。事項別明細書では、細かい部分は

省略しまして、大まかな説明とさせていただきますので、あらかじめ御了承いただきた

いと思います。 

 １款町税であります。町税の関係につきましては、資料ナンバー１９－１と２に、町

税の調定、収入状況調書、資料ナンバー２０に、十勝市町村税滞納整理機構への引き継

ぎ額、収納額、資料ナンバー２１に、税に関する不納欠損の内容がございますので、後

ほどごらんいただきたいと思います。 

 なお、先ほど説明資料の第４表でも町税関係の説明をしておりますので、重複する部

分につきましては説明を省略させていただきたいと思っております。御了承いただきた

いと思います。 

 それでは、決算書９ページの上段をごらんください。 

 町税の収入済額は３億４,９０８万５,５３０円でありまして、収納率は９９.１％であ

ります。ことしの３月３１日現在の人口２,３５８人で割りますと、１人当たり１４万

８,０４３円で、平成２９年度と比較しますと２,８５８円の減となります。 

 なお、この収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構から２５件、３１万７,０２

８円が引き継がれ、入金されております。不納欠損額は６万６,８９０円であります。収

入未済額につきましては３２４万３,３３６円となっておりますが、このうち４１件、９

９万６,２１６円が８月末までに入金となっております。 

 １項の町民税１目個人１節現年課税分の収入済額は１億２,３６７万９,３０５円、収

入未済額は１０７万４,６２４円で、このうち１３件、２７万４,１２４円が８月末まで

の入金となっております。２節滞納繰越分の収入済額は５８万１,８５８円でありまし

て、この中には、十勝市町村税滞納整理機構からの１７件、２５万８２８円が含まれて
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おります。不納欠損額は２件、１万７９０円、収入未済額は９１万５,３１２円、このう

ち６件、２３万９２円が８月末までに入金となっております。 

 ２目法人１節現年課税分の収入済額は１,７２７万６,９００円で、収入未済額はござ

いません。 

 ２項固定資産税１目固定資産税１節現年課税分の収入済額は１億７,３３８万９,４０

０円、不納欠損額は１件、１万４,７００円、収入未済額は６８万３,４００円、このう

ち７件、３８万８,７００円が８月末までに入金となっております。２節滞納繰越分の収

入済額は１４万２,６２２円でありまして、この中には、十勝市町村税滞納整理機構から

の４件、２万６,０００円が含まれております。不納欠損額は２件、４万１,４００円、

収入未済額は３６万８,１００円、このうち２件、３万７,４００円が８月末までに入金

となっております。 

 ２目固定資産等所在市町村交付金は７０６万２,０００円が収入済みであります。 

 ３項軽自動車税１目軽自動車税１節現年課税分の収入済額は６７０万７,９００円、収

入未済額は１２万５００円、このうち７件、４万５,５００円が８月末までの入金となっ

ております。２節滞納繰越分の収入済額は５万３,１００円でありまして、この中には、

十勝市町村税滞納整理機構からの４件、４万２００円が含まれております。収入未済額

は８万１,４００円、このうち６件、２万４００円が８月末でに入金となっております。 

 続きまして、４項町たばこ税であります。次のページをお開きください。 

 １目町たばこ税１節現年課税分の収入済額は２,０１９万２,４４５円であります。前

年度より１１７万８,８５０円の減額となっております。 

 ２款地方譲与税１項自動車重量譲与税は５,２８４万３,０００円。 

 ２項地方揮発油譲与税は２,１４５万１,０００円。 

 ３款利子割交付金は４２万５,０００円。 

 ４款配当割交付金は５７万８,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金は５０万２,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 ６款地方消費税交付金は５,１０１万円、社会保障財源化分が２,０６３万１,０００

円、その他の地方消費税交付金が３,０３７万９,０００円の内訳となっております。 

 ７款自動車取得税交付金は１,６６４万８,０００円。 

 ８款地方特例交付金は３７万４,０００円であります。 

 次に、９款地方交付税２１億３,５９４万９,０００円でありますが、前年度と比較し

まして１億３,７２１万７,０００円の減額となっております。内訳としましては、普通

地方交付税が１８億８,７８４万５,０００円で、前年度より１億２,２９９万３,０００

円の減額。特別地方交付税は２億４,８１０万４,０００円で、前年度より１,４２２万

４,０００円の減額となっております。この地方交付税を３月末現在の人口２,３５８人

で割りますと、１人当たり９０万５,８３１円となりまして、平成２９年度と比べます
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と、１人当たり４万４,４８９円の減額となっております。 

 次のページをお開きください。１４ページです。 

 １０款交通安全対策特別交付金は、基準額に満たないということで未交付となってお

ります。 

 １１款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金１節農業費分担金は、農

業競争力基盤整備事業に係る農業者の分担金３,０９１万３,０８１円であります。平成

３０年度予算計上分が個人６件、法人６件の計１２件分で６５７万２,０２０円と、繰越

明許費分が個人１３件、法人５件の計１８件分２,４３４万１,０６１円の実際の収入と

なっております。 

 ２項負担金１目民生費負担金１節老人福祉費負担金につきましては、町外の養護老人

ホームに入所している３名分１５５万３,０４０円であります。 

 次に、１２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料１節行政財産使用料７０８

万８,２８３円は、庁舎、天文台、交流センター、町有地など、１２施設の行政財産使用

料と土地、建物の使用料であります。２節福祉館等使用料４万円は、若葉いきがい交流

館での葬儀が１件ありまして、その分であります。３節タウンホール使用料は７万１,３

００円。次のページをお開きください。４節ふるさと交流センター使用料は１,５１０万

５,０００円です。資料ナンバー２８－１と２に管理費の内訳と使用状況がありますの

で、後ほどごらんいただきたいと思います。ちなみに、平成３０年度は４,１２３人がふ

るさと交流センターに宿泊いたしまして、前年度に比べまして２５０人の減となってお

ります。５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料は１,８２１万２,２００円であります。

これは天文台とコテージ村を合わせた使用料でありまして、資料ナンバー２９と３０

に、天文台実績費用とコテージ村の利用実績がありますので、後ほどごらんいただきた

いと思います。平成３０年度につきましては、天文台の入館者数が７,７５５人で、前年

度に比べまして３３６人の減、コテージ村の利用棟数は７９２棟で稼働率は３１％、前

年度に比べまして７棟分の減となっております。 

 ２目民生使用料１節老人福祉使用料１９１万２,２００円は、福寿荘の使用料。２節児

童福祉使用料２９３万３,５００円は、陸別保育所の保育料であります。ことしの３月２

５日の卒園式時点における園児数につきましては、２歳児１３名、３歳児１６名、４歳

児７名、５歳児１７名の合計５３名であります。３節福祉住宅使用料４９万４,８００円

は、カラマツハウスの入居者５名分であります。 

 ３目衛生使用料１節保健衛生使用料１８９万５,４５０円は、公衆浴場の使用料で、平

成３０年度は７,７７３人の利用がございました。前年度に比べまして８９５人の減と

なっております。２節水道使用料４０３万３,１５８円は、小利別地区の専用水道料であ

りまして、給水人口は５６人、前年度より１２名の減少となっております。 

 ４目農林水産使用料１節農林水産使用料１４万２,８００円につきましては、農畜産物

加工研修センターの使用料であります。２節営農用水使用料５０５万４,７０４円につき
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ましては、上陸別地区の給水人口が６５人、前年度より９人の減、２６３万３,８０２円

であります。もう一つありまして、トラリ地区の給水人口ですが、５０人、前年度より

１名減で２４２万９０２円となっております。 

 ５目商工使用料１節公園使用料１万３,９８２円は、イベント広場の使用料でありま

す。 

 ６目土木使用料１節道路橋りょう使用料２４２万５,７７５円は、道路占用料１７件分

であります。２節河川使用料２４件、６万９,０４５円。３節住宅使用料６,３７３万５,

０００円につきましては、町営住宅、改良住宅、特定公共賃貸住宅の使用料でありま

す。 

 それでは、次のページをお開きください。 

 ７目教育使用料１節社会教育使用料３万９,５３９円は、公民館及び公民館の陶芸室の

使用料であります。２節資料館使用料１２万２,４００円は、関資料館の入館料でありま

して、４０８名分であります。３節学童保育所使用料１８１万６,２５０円、３月末の在

籍者数につきましては３２人でありまして、前年度より７名の増となっております。 

 ２項手数料１目総務手数料１節総務手数料１８２万２,９００円は、住民基本台帳証明

手数料などの各種証明等の手数料であります。 

 ２目衛生手数料１節衛生手数料６１５万８,２２６円は、ごみ処理、畜犬登録や狂犬病

予防注射済票交付などの手数料であります。２節水道使用料２万４,０００円につきまし

ては、新設工事審査手数料等で４件分。 

 ３目農林水産手数料１節営農用水手数料８,０００円も、同じく営農用水の新設工事審

査手数料等１件分であります。 

 続きまして、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担

金８,４４５万４,０２９円は、障害者自立支援給付費等に係る負担金と介護保険の低所

得者保険料軽減負担金、それから国民健康保険事業保険基盤安定負担金が含まれており

ます。２節児童福祉費負担金２,９２２万３,５２４円は、児童手当に係る負担金のほ

か、保育所の運営費に充てられる子どものための教育・保育給付費負担金であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目衛生費負担金１節保健衛生費負担金５万７,９６０円は、母子保健に係る負担金で

あります。 

 ２項国庫補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金５００万８,６１０円は、社会

保障・税番号制度導入整備補助金と地方創生推進交付金。 

 ２目民生費補助金１節社会福祉費補助金４９万４,０００円は、地域生活支援事業高齢

者医療費制度円滑運営事業費補助金。２節児童福祉費補助金３６４万９,０００円は、子

ども・子育て支援交付金。 

 ３目土木費補助金１節道路橋りょう費補助金４,０８９万９,０００円は、道路橋梁長

寿命化修繕事業交付金。２節住宅費補助金８４６万６,０００円は、公営住宅建設に係る
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社会資本整備総合交付金。 

 ４目教育費補助金１節教育総務費補助金１,６４４万円は、教員住宅建設に係る学校施

設環境改善交付金。２節小学校費補助金１万８,０００円。３節中学校費５万４,０００

円は、特殊教育就学奨励費補助金であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金２０万２,０００円は、中長期在留

者居住地届け出等事務委託金などが含まれております。 

 次のページをお開きください。 

 ２目民生費委託金１節児童福祉費委託金１,９２５円につきましては、児童扶養手当、

特別児童扶養手当の事務委託金。２節国民年金費委託金１３５万５,８８１円は、拠出年

金事務委託金などとなっております。 

 次に、１４款道支出金１項道負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金６,０００

万１,０１８円は、先ほど国庫補助金でも説明しました障害者自立支援給付費等に係る負

担金であります。おおむね４分の１の負担率となっております。２節児童福祉費負担金

１,０６７万８,１７４円も、先ほど国庫負担金で説明しました内容と同様でありまし

て、児童手当に係る負担金などとなっております。 

 ２項道補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金１０万円は、防災備蓄品整備事

業に係る地域づくり総合交付金。 

 ２目民生費補助金１節社会福祉費補助金６１１万９,９６６円は、地域生活支援事業、

冬期生活支援事業と乳幼児医療費などの各種医療費補助金などが含まれております。２

節児童福祉費補助金３９４万６,０００円は、子ども・子育て支援交付金と保育料軽減支

援事業補助金。 

 ３目衛生費補助金１節保健衛生費補助金２１万４,４９４円は、健康増進事業、妊産婦

安心出産支援事業補助金となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ４目農林水産業費補助金１節農業費補助金５,９３９万５,０７１円は、中山間地域直

接支払事業、農業競争力強化基盤整備事業、農業委員会活動促進事業、農業次世代人材

投資事業などの補助金であります。 

 なお、農業競争力基盤整備事業補助金につきましては、平成３０年度予算計上分が３

７５万５,０００円、繰越明許費分１６０万５,０００円の合計５３６万円の収入となっ

ております。２節林業費補助金５,４６０万８,３５５円は、未来につなぐ森づくり推進

事業、小規模治山事業、経営林道陸別薫別支線改良事業などの補助金であります。 

 ５目商工費補助金１節消費者対策費補助金８６万５,０００円につきましては、地方消

費者行政活性化交付金であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金から、次のページの５目土木費委託金までの合計８４８

万８,５９４円につきましては、権限移譲などによる委託金でありますので、説明は省略

させていただきます。 
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 次のページ、２６ページになります。 

 １５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入２,９２５万

５,１７７円は、普通財産の土地建物の貸付収入であります。主なものとしましては、産

業振興住宅ルナコート、貸付住宅、教職員住宅、移住産業研修センターなどの貸付収入

となっております。２節通信設備貸付収入１,０２７万４,８５０円は、光ファイバー網

の貸付収入。３節機械器具等貸付収入３０４万５,０００円は、コントラクターへの農業

機械の貸付収入でありまして、平成２４年度貸し付け分が２１０万円、平成２５年度貸

し付け分が９４万５,０００円であります。 

 ２目利子及び配当金１節利子及び配当金２９７万５７円は、各種基金利子が２１５万

１,７５７円、優先出資株式配当金が８１万８,３００円であります。 

 ２項財産売払収入２目物品売払収入１節生産物売払収入１５８万円は、町有林の立木

の売り払い、素材売払収入となっております。次のページをお開きください。２節不用

物品売払収入は、平成元年度に購入しました消毒車、家畜防疫車でありますが、これの

売り払い分１３万円であります。 

 次に、１６款寄附金１項寄附金１目一般寄附金２５万円は８件分であります。 

 ２目指定寄附金１,５５３万９,５００円でありますが、この内訳としましては、指定

寄附分が１６件、１,０２９万円、ふるさと納税による寄附分が３７７件、５２４万９,

５００円であります。１節総務費寄附金１,１３５万５００円は、ふるさと整備資金に指

定寄附が１５件、７２９万円、ふるさと納税分が２２５件、３２５万５００円、それか

ら、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金は、ふるさと納税分が３４件、５０万円、町有

林整備基金に、ふるさと納税分が２８件、３１万円。２節教育費寄附金３４４万４,００

０円は、教育振興基金に指定寄附が１件、３００万円、給食センター管理運営基金に、

ふるさと納税分が２９件、３２万４,０００円と、スポーツ振興基金に、ふるさと納税分

が１０件、１２万円。３節民生費寄附金４３万円は、地域福祉基金に、ふるさと納税分

が２２件、４３万円であります。４節農林水産業費寄附金３１万５,０００円は、いきい

き産業支援基金に、ふるさと納税分が２９件分の寄附となっております。 

 次に、１７款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は１億５,０００万円を基

金から取り崩しまして、財源不足に充当しております。２目減債基金繰入金は１億３,０

００万円を基金から取り崩しまして、地方債の償還費に充当しております。３目ふるさ

と整備基金繰入金は２,１６５万円でありまして、次のページをお開きいただきたいと思

います。４目いきいき産業支援基金繰入金は１億５,４９０万円、ここには繰越明許費が

含まれております。５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は２,１１０万円。６

目町有林整備基金繰入金は１,０５０万円。７目地域福祉基金繰入金は５,１９０万円。

８目公共施設等維持管理基金繰入金は６,６９０万円。９目学校給食センター管理運営基

金繰入金は２,２００万円。１０目スポーツ振興基金繰入金は２７万７６６円。これらを

それぞれの該当する事業に基金を取り崩して充当しております。 
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 なお、資料ナンバーの２２に、年度別基金別の増減状況の一覧がありますので、こち

らは後ほどごらんいただきたいと思います。 

 次に、１８款繰越金１項繰越金１目繰越金１節前年度繰越金は１億８,９４８万６,９

３２円でありまして、前年度の歳入歳出差し引き額から基金に繰り入れた６,０００万円

を除いた額と符合しております。 

 次のページをお開きください。 

 １９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金８万７,０４４円は、町税延滞金で

ありまして、町民税１１件、５万６,２４４円、固定資産税６件、１万５,２００円、軽

自動車税４件、７,３００円、法人税４件、８,３００円、合計２５件、８万７,０４４円

となります。 

 ２項町預金利子は２万８,１４０円。 

 ３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入６,４７２万４,０００円につきまして

は、約定償還分の牛でありますが、２６２頭、３,６８８万７,０００円。繰上償還分

で、牛７０頭、２,７８３万７,０００円であります。 

 資料ナンバー３５に、優良家畜導入支援事業の資料をつけておりますので、こちらも

後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ２目貸付金元利収入８,０００万２,５１３円は、信用保証協会の貸付金８,０００万円

が主なものであります。 

 ３目奨学資金貸付金収入５３万４,０００円は、高校生３人、１７万８,０００円、大

学生等５人、３５万６,０００円であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４項雑入２目弁償金６万７,３７９円につきましては、複写機使用料の弁償金が主なも

のであります。 

 ３目雑入１節介護予防支援報酬７２万９,２００円は、介護予防サービス計画作成に係

る報酬でありまして、１６４件分。２節居宅介護支援報酬６４７万４,３１０円は、居宅

介護サービス計画作成に係る報酬で４８４件分であります。３節高齢者福祉施設負担金

４３９万９,２００円は、福寿荘の入居者の食事代などの実費負担分であります。４節学

校給食費等１,１１６万９,５２０円は、小学生、中学生、保育所、それから職員等の負

担金。５節電話使用料は２万１,６３９円。６節電気等使用料は１２万３,６４４円。７

節雑入３,３７９万８８円につきましては、大きなものとしまして、介護給付費負担金の

精算に伴う返還金、健康診査の個人負担金、社会保険料等の個人負担金などが含まれて

おります。 

 ４目過年度収入１節障害者福祉費等負担金は、平成２９年度の障害者医療費等の精算

に係る国・道負担金の追加交付分２１万５,３８４円。２節児童手当負担金も平成２９年

度の精算に係る国庫負担分の追加交付分８万６,２７０円であります。 

 続きまして、２０款町債は、全体で４億５,５１３万２,０００円であります。内訳と
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しましては、公共事業等債が２,５９０万円、一般単独債、防災対策分が３,３００万

円、緊急防災・減災対策債が３,９４０万円、過疎債が２億６,８７０万円、臨時財政対

策債分が８,８１３万２,０００円となっております。 

 １項町債１目総務債１節総務債は１億１,０３０万円でありますが、この中には、過疎

地域自立促進特別対策事業６,５４０万円が含まれております。 

 資料ナンバーの２４に、この事業の一覧表がついておりますので、後ほどごらんいた

だきたいと思います。 

 次のページをお開きください。 

 ２目衛生債１節清掃債２,４９０万円は、ごみ分別作業庫建設事業であります。 

 ３目農林水産業債１節農業債７,０２０万円は、第２上陸別地区畑地帯総合整備事業外

４事業。２節林業債３,３１０万円は、弥生地区小規模治山事業外２事業。 

 ４目土木債１節道路橋りょう債４,０８０万円は、町道川向伏古丹連絡線改良事業外３

事業。２節河川債１,８５０万円は、陸別川河川改修事業外１事業。 

 ５目消防債１節消防債３,６１０万円は、消防自動車購入事業外１事業。 

 ６目教育債１節教育総務債３,３１０万円は、教員住宅建設事業。 

 ７目臨時財政対策債１節臨時財政対策債は８,８１３万２,０００円の借り入れとなっ

ております。 

 なお、資料ナンバー２３に、年度別の起債残高等推移の一覧がありますので、後ほど

ごらんいただきたいと思います。 

 歳入の合計となります。合計は、当初予算額４４億３４８万１,０００円、補正予算額

３億４,７８１万３,０００円、繰越明許費１億６,２６２万７,０００円で、予算現額は

４９億１,３９２万１,０００円、調定額が４７億３,１９３万７,４０３円、収入済額が

４７億２,８６２万７,１７７円、不納欠損額が６万６,８９０円、収入未済額が３２４万

３,３３６円で、一般会計の歳入の決算を終えております。 

 引き続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。 

 ３８ページからをごらんください。 

 歳出の事項別明細書につきましては、それぞれの科目における主要事業を左側のペー

ジに枠で囲って掲載しておりますので、掲載している主要事業と、歳入と同様、細かい

部分につきましては説明を省略させていただきまして、大まかに説明をさせていただき

ますので、あらかじめ御了承いただきたいと思います。 

 歳出の全体的な資料としましては、資料ナンバー２５－１と２。平成２９年度と平成

３０年度の人件費比較表、それから、資料ナンバー１７に、平成３０年度の予算規模に

含まれる繰越明許費事業一覧、資料ナンバー１８に、令和元年度に繰り越しとなる繰越

明許事業一覧がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 それでは、３８ページの１款議会費からであります。議会費につきましては、議会の

運営活動費、議員の報酬、事務局職員の人件費が主な内容となっております。 
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 次に、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費であります。３８ページから４１

ページにまたがっておりますが、この科目では、主要事業に掲載の職員研修や電算シス

テムに係る北海道自治体情報システム協議会負担金などのほか、町長、副町長の特別

職、それから総務課、出納課の職員人件費、職員福利厚生費、庁用の消耗品や備品購入

費などの経費となっております。 

 不用額につきましては、３９ページの３節職員手当等の不用額１３１万９,６６２円に

つきましては、時間外勤務手当が１０２万４,３０６円ありまして、これが主な内容と

なっております。次のページをごらんください。９節旅費の不用額８８万４,６８４円

は、普通旅費が７６万４２０円、特別旅費が１２万４,２６４円。１４節使用料及び賃借

料の不用額７８万７,９１０円は、複写機使用料の７５万１,３１０円が主な内容で、印

刷経費が安価な平成２９年度に購入しましたカラー印刷機の利用によるものと考えてお

ります。 

 ２目文書広報費は、主要事業に掲載の町広報紙の発行などのほか、庁用の郵便料など

の経費が含まれております。 

 なお、防災行政無線、これは愛の鐘ですが、機器更新工事は、５年計画の３年目であ

りまして、屋外子局５カ所分の更新工事であります。 

 次のページに移ります。 

 ３目財政管理費は、予算書の印刷。 

 ４目会計管理費は、決算書の印刷と金融機関に対する口座振替、窓口収納、派出事務

手数料等が主な内容となっております。 

 ５目財産管理費につきましては４億５,２３４万２,５７４円となっております。この

科目では、主要事業に掲載しております事業のほか、庁舎の維持管理、それから地積図

の修正、基金積立金などの経費が含まれております。 

 不用額につきましては、４３ページの１１節需用費の不用額５５万７,３９０円は、庁

舎用の燃料代や光熱水費など３７万９,３６７円が主な内容。１３節委託料の不用額３１

０万４,９５８円は、光ケーブルの設備維持管理で２８２万１,９６８円が主な内容であ

ります。２５節積立金は３億４,５３２万３,２５７円であります。資料ナンバー２２

に、年度別の基金別増減の状況の表がありますので、後ほどごらんいただきたいと思い

ます。 

 なお、基金につきましては、家庭の貯金に当たるものでありまして、一般会計の基金

の残高は５０億９,８６２万８,３７０円となっております。これをことしの３月３１日

現在の人口２,３５８人で割りますと、町民１人当たり２１６万２,２６８円となりまし

て、前年度より６万２,８６８円が少なくなっております。 

 次のページをお開きください。 

 ６目町有林野管理費につきましては、資料ナンバー２６に、町有林管理事業収支一覧

がありますのでごらんいただきたいと思います。また、主要事業のほうにも町有林野管



― 16 ― 

理事業を詳しく掲載しておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。平成２

８年から発生しましたヤツバキクイムシ等の病害虫による被害地につきましては、被害

地造林事業といたしまして、ウリキオナイほかで１.８５ヘクタールの植栽、弥生ほかで

１１.９ヘクタールの間伐を行っております。町有林拡大事業では７４万７,２６６平

米、４６６万７,３０６円で土地を購入し、平成３０年度末では８３万６,１９１ヘク

タールまで拡大をしております。 

 ７目企画費につきましては、４４ページから４７ページにまたがっておりますが、主

要事業に掲載の事業が主な内容となっております。ふるさと納税促進事業は、手数料と

委託料を合わせまして３０２万７,７１３円の支出がありましたが、３７７件、５２４万

９,５００円のふるさと納税がありまして、差し引き２２２万１,７８７円のプラスと

なっております。地域交通推進会議交付金は、路線バス利用促進の助成事業でありまし

て、平成２７年度から運賃の３分の２を助成しております。平成３０年度は利用件数が

１,８６１件、延べ人数が２,１３０人で、前年度と比較しますと、利用件数４５件、延

べ人数で７８名の減となっております。生活交通確保対策事業は、十勝バスと北見バス

の赤字補塡分でありまして、十勝バスが６２８万１,０００円、北見バスが４３９万５,

０００円で、合計１,０６７万６,０００円となっております。このうち８割が特別交付

税で措置されることとなっております。通学定期差額補助事業は、高校生の通学定期購

入に係る補助でありまして、足寄高校１８名、本別高校２名、北見方面で１０名、置戸

方面で１名、合わせて３１名に補助をしております。 

 次のページをお開きください。 

 こちらも主要事業の中にありますが、新農林業人材発掘プログラム事業は、昨年９月

２日から７日までの期間で、都市部の大学生９人が参加しまして、酪農、林業を体験さ

れております。平成２９年度から実施しました移住・定住促進住宅建設等補助事業は、

住宅改修で２４件の利用がございました。地方創生推進交付金につきましては、資料ナ

ンバー２７に、事業実績資料がありますが、後ほどごらんいただきたいと思います。民

間活用住宅建設事業は、記載のとおりでありまして、単身者用が５戸、世帯用が８戸、

全部で７棟の建設に補助をしております。 

 不用額でありますが、４７ページの１９節負担金補助及び交付金の不用額１６８万２,

６４１円は、通学定期差額補助事業で４２万４３０円、地域交通利用促進事業で１８万

８,３８８円、移住交流対策事業で２７万２,１９３円、サマーｉｎりくべつ事業で１２

万１,１６６円、地方創生推進交付金事業で１７万１,１４０円、移住・定住促進住宅建

設等補助事業で５０万１１３円が主な内容となっております。 

 この目では、平成３０年度の繰り越し事業としまして、太陽光発電設置事業５０万

円、令和元年度繰り越し事業としまして、同じく太陽光発電設置事業５０万円、まちづ

くり推進事業１４０万円、地域活性化事業５０万円、民間活用住宅建設事業６３０万

円、合計８７０万円が計上されております。 
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○議長（本田 学君） １１時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午前１０時５９分 

                           再開 午前１１時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 先ほどの説明の続きになりますが、その前に、１件訂正をお

願いいたします。 

 決算書の４４ページのところで、町有林拡大事業のこれまでの面積の合計を申し上げ

ました。８３万６,１９１ヘクタールと申し上げましたが、平米の誤りでありますので、

訂正をされていただきます。記載はございません。口頭での説明となっております。 

 それでは、４６ページから説明を続けさせていただきます。 

 ８目公平委員会は、執行がございません。 

 ９目交通安全対策費につきましては、例年どおりの執行であります。 

 １０目諸費につきましては、名誉町民に対する名誉町民記章及び役章、それから名誉

町民の年金等の経費となっております。また、１９節負担金補助及び交付金には、自治

会活動等の促進交付金の経費が含まれております。 

 次のページをお開きください。 

 １１目交流センター管理費は、主要事業に掲載の事業が主な内容となっております。

資料ナンバー２８－１と２に、ふるさと交流センター管理費、オーロラハウス利用状況

がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 平成３０年度の利用者につきましては４,１２３人で、前年度より２５０人の減となっ

ております。４９ページの中段の１３節委託料の不用額につきましては、１２０万１,４

８６円でありまして、宿泊研修施設管理の１１７万６７６円が不用額の主な内容であり

ます。 

 １２目銀河の森管理費につきましては、資料ナンバー２９に、銀河の森天文台実績表

と、資料ナンバー３２、コテージ村利用実績がありますので、後ほどごらんいただきた

いと思います。主要事業に掲載事業のほか、館長の報酬、職員の人件費などがこの目の

主な内容となっております。決算額８,５１５万８,９３５円の内訳につきましては、天

文台関係が４,２８０万２,６９９円、コテージ村関係が１,９９１万４,５６３円、銀河

の森管理関係が２３４万３,０６０円、銀河の森専用水道関係が２,００９万８,６１３円

となっております。平成３０年度の天文台の入館者数は７,７５５人で、前年度より３３

６人の減、コテージ村の利用棟数は７９２棟で、前年度より７棟の減となっておりま

す。 

 ４９ページの１節報酬の不用額５１万３,０００円につきましては、天文台館長の報酬

でありまして、予算では、延べ４２日の来館を予定しておりましたが、平成３０年度は

４日のみの来館となっておりましたので、執行残が出ております。３節職員手当等の不
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用額３５万７２円は時間外勤務手当３０万９３８円が主な内容であります。次のページ

に移りまして、１３節委託料の不用額１１８万８,６９８円は、コテージ村の管理で４７

万８,１８９円、専用水道の管路等の管理で６７万９００円が主な内容であります。 

 １３目地域活性化推進費につきましては、資料ナンバー３１に、陸別チャレンジプロ

ジェクト事業の資料がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 主要事業の掲載事業が主な内容となっております。ミネラルウォーター開発事業で

は、平成３０年度は２万１,６００本を製造、配布総数は２万１,２６９本で、前年度よ

り１,４１１本の減となっております。 

 次のページをお開きください。 

 １４目企業誘致対策費は、例年どおりの執行。 

 １５目開町１００年記念事業費につきましては、主要事業に記載のとおり、９月２３

日に関係者２２６名の出席をいただきまして、記念式典を挙行しております。また、こ

のほか各種イベントの開催、各団体によります記念事業が実施されております。 

 なお、不用額につきましては、５３ページの８節報償費１１９万４,１２３円がありま

すが、記念式典における講演の講師謝礼等が主な内容であります。 

 続きまして、２項徴税費１目税務総務費であります。この科目は、職員人件費であり

ますが、ほぼ例年どおりの執行となっております。次のページをお開きください。２３

節償還金利子及び割引料１５３万９,１００円につきましては、町民税などの還付金が個

人町民税２０件、３７万５,７００円、法人町民税８件、１１０万６,９００円、固定資

産税１０件、４万７,７００円。還付加算金が法人町民税２件、７,８００円、固定資産

税１件、１,０００円となっております。また、不用額５２万９００円につきましては、

町税等還付金が４６万９,７００円、還付加算金が５万１,２００円となっております。 

 ２目賦課徴収費につきましては、１９節の負担金補助及び交付金で、北海道自治体情

報システム協議会に対するシステム更新業務、サーバー用ライセンス費に係る負担金で

５４万円の増となっております。そのほかは例年どおりの執行であります。 

 なお、資料ナンバー２０に、十勝市町村税滞納整理機構への引き継ぎ額、収納額がつ

けてありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 十勝市町村税滞納整理機構への負担金は３９万５,５８３円で、道民税も含めました引

き継ぎ額は６１件、１１４万７,５２３円で、収納額は２５件、４８万２,３２３円と

なっております。 

 ３目戸籍住民基本台帳費は、例年どおりの執行であります。 

 次のページをごらんください。５７ページの上段、１９節負担金補助及び交付金に

は、戸籍総合システム使用料、保守料３７５万８,４００円が含まれております。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費と２目選挙啓発費は、例年どおりの執行でありま

す。 

 ３目知事道議会議員選挙費につきましては、ことしの４月７日に執行した知事道議会
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議員選挙費でありまして、平成３１年３月３１日までに係る経費２２５万８,５１６円で

あります。なお、同額が道委託金として入金されております。 

 次のページをごらんください。 

 ５項統計調査費及び６項監査委員費につきましては、例年どおりの執行であります。 

 次のページをお開きください。６０ページになります。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費でありますが、資料ナンバー３２－１

に、民生費事業実績状況がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ここでは、主要事業に掲載の事業のほか職員人件費、国民健康保険事業勘定特別会

計、介護保険事業勘定特別会計への繰出金、福祉住宅の管理経費、障害者自立支援給付

費などが含まれております。交通費の助成券交付者につきましては、高齢者６１２名、

前年より８名の増、障害者については１１２名、前年より６名の減となっております。

６１ページの３節職員手当等の不用額６４万３,５６７円は、時間外勤務手当３６６万４

３８円、２０節扶助費の不用額１,１５８万２,８３３円は、各種医療費助成分でありま

して、３９９万９,８９４円、地域生活支援費３９万６,９７６円、障害者介護給付費７

６万４,６３２円、障害者訓練等給付費３４９万６,６６０円が主な内容となっておりま

す。２８節の繰出金は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金が２,７５５万６,１

０７円、介護保険事業勘定特別会計への繰出金が４,２４９万８,０００円となっており

ます。 

 不用額３０４万９,８９３円は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金でありま

す。 

 失礼いたしました。先ほど６１ページ、３節職員手当等の不用額で、時間外勤務手当

３６６万円と言いましたが３６万６,４３８円の誤りであります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目老人福祉費であります。資料ナンバー３２－２に、民生費事業実績状況の老人福

祉費分がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 大変恐縮ですが、ここで訂正をお願いいたします。６２ページの四角い枠の中、主要

事業の中ですが、６個目の○で、老人福祉施設入所措置費の入所者数が５名となってお

りますが、４名の誤りでありますので、訂正をお願いいたします。大変申しわけござい

ません。 

 それでは続けさせていただきます。この科目では、主要事業に掲載の事業のほか、老

人健康増進センター管理運営費、居宅介護支援事業所設置事業費などが含まれておりま

す。敬老祝い金につきましては、７７歳の喜寿３１名、前年度より２名の増、８８歳の

米寿１６名、前年度より１１名の減、１００歳の長寿は、前年度はおられませんでし

た。平成３０年度は１名となっております。デイサービスセンターの運営費は１,２６８

万６,５１７円でありますが、延べ利用者数は２,７８８名でありまして、前年度より１

１５名の減となっております。６３ページの１１節需用費の不用額６７万９,２４８円に
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つきましては、老人健康増進センターとふれあいの郷の燃料代３１万５,８８９円及び福

寿荘の消耗品代１０万８６３円が主な内容であります。１３節委託料の不用額５２万９,

８３８円は、福寿荘の設備保守管理分で３７万２,３２８円。１９節負担金補助及び交付

金の不用額１６３万７,６９３円は、デイサービス運営事業８９万１,４８３円、認知症

高齢者グループホームの暖房器具更新事業で３２万４,０００円、介護職員資格取得助成

事業で３０万円というのが主な内容であります。 

 ３目後期高齢者医療費の１９節負担金補助及び交付金につきましては、北海道後期高

齢者医療広域連合への負担金。２８節の繰出金は、後期高齢者医療特別会計への繰出金

であります。 

 次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費に入ります。次のページをお開きくださ

い。この科目には、主要事業に掲載の事業のほか、児童施設等への通所に係る交通費助

成ですとか、障害児自立支援給付費、第２期子ども・子育て支援事業計画策定のための

ニーズ調査などの経費が含まれております。２３節償還金利子及び割引料は、子どもの

ための教育・保育給付費負担金の精算に伴う返還金であります。 

 ２目児童福祉施設費でありますが、資料ナンバー３３に、児童福祉施設関係実施状況

がありまして、保育所の登録児童数もこちらに計上しております。参考として後ほどご

らんいただきたいと思います。ここには、主要事業に掲載の事業のほか、保育所に従事

する職員、臨時職員の人件費ですとか備品等の購入費などが経費として含まれておりま

す。６５ページの１１節需用費の不用額５７万６,１３１円は、保育所の燃料代２４万

２,９５４円、それから食糧費３０万９,４００円が主な内容であります。 

 次のページをごらんください。 

 ３目児童措置費の児童手当につきましは、主要事業に掲載のとおりであります。２３

節償還金利子及び割引料は３９万９,２７１円は、平成２９年度の国庫負担分の精算に伴

う返還金であります。 

 ３項国民年金費１目国民年金事務取扱費は、例年どおりの執行であります。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費、次のページ、１目保健衛生総務費につきま

しては、職員の人件費のほか保健事業に係る事務経費など、例年どおりの執行でありま

す。 

 なお、１９節負担金補助及び交付金には、帯広厚生病院の運営費に係る補助金１４７

万円が含まれております。それから、６９ページの３節職員手当等の不用額４８万６,１

２５円は、時間外勤務手当が４１万４２８円。４節の共済費の不用額８３万６２２円

は、職員の共済組合費が主な内容であります。 

 ２目保健衛生施設費３,８３９万１５８円は、保健センター、公衆浴場の管理運営関係

でありまして、保健センター分が２,６５４万６,０８７円、公衆浴場分が１,１８４万

４,０７１円の執行となっております。公衆浴場歩行浴施設の利用者数につきましては、

合計で７,７７３名で、前年度と比較して８９５名の減となっております。 
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 なお、保健センター診療所の改修事業は、４年計画のうちの２年目でありまして、３

０年度は設置機器の更新工事を行っております。 

 次のページをごらんください。 

 ３目予防費につきましては、資料ナンバー３４に、各種検診、健康診査、予防接種、

療育指導の事業一覧がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。受診等の

実績でありますが、各種検診の合計は１,２２０名で、前年度より３５名の減、健康診査

の合計は２１３名で、前年度より３８名の増、予防接種の合計は９３１名で、前年度よ

り１８名の増となっております。１３節委託料の不用額につきましては、各種検診事業

で３２万１２２円、各種予防接種事業で３０万９,０００円が主な内容となっておりま

す。 

 ４目の環境衛生費につきましては、例年どおりの執行でありました。 

 次のページをお開きください。 

 ５目診療所費につきましては、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金１

億７,３４７万７,０００円であります。このうち普通交付税と特別地方交付税で合わせ

て６,７１３万７,０００円が措置されております。 

 次に、２項清掃費１目清掃総務費でありますが、これは、主要事業に掲載してありま

すとおりでありまして、例年どおりの執行であります。この目には、令和元年度繰越明

許事業としまして、下水道建設負担金事業６,０００円が計上されております。 

 ２目塵芥処理費につきましても、主要事業に記載のとおりでありますが、ごみ等の収

集量の合計は、前年度より１６.７トン多くなっております。 

 ３項水道費であります。次のページをお開きください。 

 １目専用水道費につきましては、小利別から下勲祢別までの専用水道に係る経費であ

りまして、ことしの３月末の給水戸数は２２戸、前年度より２戸減となっております。

１３節委託料の不用額につきましては、管路等の修繕料で５５万５,０００円が主な内容

となっております。 

 ２目水道費につきましては、簡易水道事業特別会計への繰出金であります。 

 続きまして、５款労働費１項労働諸費であります。 

 １目労働諸費では、主要事業に記載の無料職業紹介所ホームページの作成業務を委託

しているほか、例年どおりの執行であります。 

 ２目緊急雇用対策費であります。次のページをお開きください。緊急雇用対策事業で

ありまして、林業２社、建設業２社、建築業１社の５社で４３３名の利用となっており

ます。この目には、平成３０年度繰越明許事業として、緊急雇用対策事業３５４万６,０

００円、同じく令和元年度への繰越事業としまして、３５６万３,０００円が繰越明許事

業として計上されております。 

 ３目雇用再生対策費は、地元雇用促進事業であります。新規１３名、継続６名の１９

名となっております。新規雇用１３名の分野別では、農業が２名、林業が２名、商業が
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１名、建設業が１名、福祉関係が７名となっております。不用額につきましては、この

事業の補助金となっております。この目にも令和元年度の繰越明許事業としまして、地

元雇用促進事業３０８万円が計上されております。 

 続きまして、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費でありますが、こちらは

例年どおりの執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目農業総務費につきましては、職員の人件費です。 

 ３目農業振興費につきましては、主要事業に記載の内容でありまして、例年どおりの

執行となっております。１９節負担金補助及び交付金の不用額１７２万１,４８７円につ

きましては、補助金でありますが、農業関係近代化資金利子補給事業でありまして、１

０６万４,６８４円、それから、農業関係制度資金利子補給事業で１４万３,４４５円、

農林推進協議会運営事業２８万３,７４９円、新農業人育成事業１０万６,９００円が主

な内容であります。 

 ４目畜産業費につきましては、主要事業に記載の内容のとおりであります。主要事業

の中ほどに記載のあります優良家畜導入支援事業６,０００万円につきましては、資料ナ

ンバー３５がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 次のページをお開きください。 

 ５目農地費につきましても、主要事業に記載の内容であります。１９節負担金補助及

び交付金の不用額につきましては、トマム地区道営農業農村整備事業負担金１３５万５,

６０７円が主な内容であります。この目には、平成３０年度繰越明許事業としまして、

農業競争力強化基盤整備事業７,６４９万５,０００円、同じく令和元年度へも１,４９９

万５,９６０円が繰越明許事業として計上されております。 

 ６目営農用水管理費についてであります。次のページをお開きください。上陸別地

区、トラリ地区の営農用水の管理費のほか、主要事業に記載の内容の経費となっており

ますが、上陸別地区が４,１００万４,５９９円、トラリ地区が５２７万１,５９９円の内

訳となっております。１３節委託料の不用額につきましては、通常の管理運営に係る管

路修繕等の委託料でありまして、上陸別地区で１２２万３,１６０円、トラリ地区で３３

万９,４２０円が主な内容であります。給水戸数につきましては、ことし３月末で、上陸

別地区は２９戸、トラリ地区が１８戸であります。ともに昨年と同じ戸数となっており

ます。この目につきましても、令和元年度の繰越明許事業としまして、第２上陸別地区

の道営担い手畑地帯総合整備事業５,９３５万３,０００円が計上されております。 

 ７目公共草地管理費につきましては、例年どおりの執行であります。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費につきましても、職員の人件費のほか、例年ど

おりの執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 加工研修センターの関係ですが、年間の施設の利用回数につきましては２７８回であ



― 23 ― 

りまして、前年度より１０回増となっております。資料ナンバー３６に、加工センター

月別利用実績がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 続きまして、２項林業費１目林業振興費でありますが、主要事業に記載の内容が主な

内容であります。資料ナンバー３７に、未来につなぐ森づくり推進事業、民有林造林促

進事業、資料ナンバー３８に、森林作業員就業条件整備事業、林業長期就労促進担い手

対策事業、退職金共済制度加入促進事業の資料がありますので、後ほどごらんいただき

たいと思います。１９節の負担金補助及び交付金の不用額についてでありますが、これ

は補助金でありまして、民有林造林促進事業で１０７万７７７円、退職金共済制度加入

促進事業で４２万８,２８４円が主な内容となっております。この目にも令和元年度の繰

越明許事業がありまして、林業・木材産業構造改革事業として１億５００万円が計上さ

れております。 

 なお、６款農林水産業費の２項林業費、８款土木費における補助、交付金、起債対象

事業の建設工事に係る一覧表が資料ナンバー３９につけてありますので、後ほどごらん

いただきたいと思います。 

 次のページをお開きください。 

 ２目狩猟費につきましては、有害鳥獣駆除事業の関係でありまして、主要事業に記載

のとおり、例年同様の執行状況であります。 

 ３目林業新設改良費につきましては、林業の開設改良工事、あるいは維持管理の事業

でありまして、主要事業に記載のとおりの内容であります。 

 ７款商工費１項商工費１目商工総務費につきましては、人件費の計上であります。 

 次のページ。２目商工振興費であります。内容は、主要事業に記載のとおりでありま

すが、プレミアム商品券につきましては、プレミア率２０％で、７月と１１月で合わせ

て４,０００セットを販売しております。使用枚数は９万５,７６４枚となっておりま

す。日産自動車購入費助成につきましては、１２台分の助成。１９節負担金補助及び交

付金で不用額がございますが、こちらは、中小企業融資制度保証料補給で１７４万１,０

４９円、中小企業経営安定資金利子補給で６７万３,１２０円、商工振興事業で２１２万

８,３２４円、商工活性化施設運営事業で３９万１,１２４円、日産自動車購入助成で４

８万６,４７６円が主な内容となっております。 

 ３目観光費も主要事業に記載のとおりでありまして、例年どおりの執行であります。 

 ４目公園費につきましても、公園等の管理に係る経費や、主要事業に記載のとおりの

内容であります。 

 ５目消費者対策費であります。次のページをお開きください。消費生活相談窓口開設

は月２回、消費生活支援事業は月１回の開設となっております。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、これにつきましては、職員人件費、旅

費、樋門・樋管管理などに係る執行であります。３節職員手当等の不用額につきまして

は、時間外手当が７４万１,５０４円が主な内容となっております。 
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 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費であります。内容は、ダンプやグレダー

などの公有車両の管理経費のほか、主要事業に記載の内容であります。１１節需用費の

不用額につきましては、消耗品で２５９万１,１８４円、燃料代で２４９万１,２７６円

で、修繕料で１６７万８,７２４円が主な内容となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ２目道路維持費につきましては、町道の道路維持に係る経費でありまして、主要事業

に記載のとおりの内容となっております。１３節の委託料の不用額につきましては、除

排雪業務で１,０４５万２０５円、道路維持補修で７１万２,２３２円が主な内容であり

ます。 

 ３目橋りょう維持費につきましては、町道の橋の維持に係る経費でありまして、主要

事業に記載のとおりの内容であります。 

 ４目道路新設改良費であります。次のページをごらんください。ここでは、町道の道

路整備や舗装工事などに係る経費の計上でありまして、主要事業に記載のとおりの内容

であります。 

 ５目街路灯費につきましては、街路灯の維持管理に係る経費とＬＥＤ化工事が主な内

容であります。ＬＥＤ化につきましては、平成３０年度に１３基実施しまして、街路打

１８２基のうち１１１基がＬＥＤ化されております。 

 ３項河川費１目河川総務費につきましては、３河川の護岸補修と１河川の護岸設置と

なっております。主要事業の欄に記載のとおりであります。 

 ４項住宅費１目住宅管理費につきましては、町営住宅の維持管理に係る経費でありま

す。内容につきましては、主要事業に記載のとおりでありますが、管理戸数は前年度よ

り５戸減、空き家は６戸増、修繕は１０戸増となっております。 

 次のページをごらんください。 

 ２目住宅建設費であります。公営住宅の建設、解体、外構工事、改修工事など、主要

事業に記載の内容の経費となっております。この目には、平成３０年度の繰越明許事業

としまして、新町団地公営住宅のＰ棟の建設工事とＶ、Ｗ棟の解体工事の８,２０８万

６,０００円が計上されております。１５節の工事請負費の不用額につきましては、この

繰越明許費の建設工事費でありまして、８８６万円、解体工事費で７３２万２,０００円

となっております。 

 ５項下水道費１目下水道費につきましては、公共下水道事業特別会計への繰出金であ

ります。 

 続きまして、９款消防費に入ります。次のページをごらんください。 

 １項消防費１目消防費２億２８３万４,６４０円につきましては、十勝広域消防事務組

合への負担金が１億８００万４,０００円、陸別消防団に係る費用が４６０万５,３３８

円となっております。３月３１日現在における陸別消防団の団員数は５１名でありまし

て、年度中は、新加入が１名、退団が２名となっております。９節旅費の不用額につき
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ましては、団員の費用弁償６７万６,９８４円が主な内容であります。 

 ２目災害対策費につきましては、消防庁を経由して送信されます国からの有事関係情

報、Ｊアラートでありますが、これを受信して、即時防災無線で町民に周知するための

受信機器の整備を行っております。 

 次のページをお開きください。 

 １０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費は、例年どおりの執行。 

 ２目事務局費につきましては、職員の人件費のほか、主要事業に記載のとおりの内容

となっておりますが、教職員住宅は１棟２戸の建てかえ、奨学資金の貸し付けは、大学

等で５名、高校で３名の増となっております。３節職員手当等の不用額につきましは、

時間外勤務手当が６２万５９１円と、主な内容となっております。 

 次のページに移ります。 

 ３目教育振興費につきましては、主要事業に記載のとおりの内容でありまして、例年

どおりの執行であります。 

 なお、１９節負担金補助及び交付金の不用額につきましては、小中一貫教育推進委員

会の補助金４０万１,９３５円が主な内容であります。 

 ４目スクールバス運行管理費も例年どおりの執行状況であります。 

 次のページをお開きください。このスクールバスの利用状況ですが、主要事業に記載

の表のとおりとなっておりますが、トータルで前年度より１,７０５人の利用減となって

おります。 

 ５目教育研究所費では、例年同様の執行のほか、小学３、４年生が使用します社会科

の副読本を作製しております。 

 ２項小学校費１目学校管理費も例年同様の執行であります。児童数につきましては、

３１年３月末日現在で１年生が２４名、２年生が１６名、３年生が１４名、４年生が２

０名、５年生が１５名、６年生が１５名の合計１０４名となっております。１１節の需

用費の不用額につきましては、小学校の燃料代５６万６,９００円が主な内容でありま

す。 

 次のページをお開きください。 

 ２目教育振興費も例年同様の執行でありまして、内容も主要事業に記載のとおりであ

ります。なお、就学援助の扶助の準要保護につきましては、前年度より１１名の増、特

別支援教育は３名の減となっております。 

 ３項中学校費１目学校管理費も例年同様の執行であります。生徒数につきましては、

３月末日現在で１年生が１３名、２年生が１３名、３年生が１２名、合計３８名であり

ます。１１節の需用費の不用額は、小学校と同じく燃料代で１１８万５,３７１円が主な

内容であります。 

 ２目教育振興費も例年同様の執行状況であります。 

 次のページをお開きください。ただいまの２目の教育振興費の関係ですが、内容は、
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主要事業に記載のとおりでありますが、就学援助の扶助、特別支援教育につきまして

は、前年度より１名の減となっております。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費も例年同様の執行状況でありまして、主要事業に

記載の内容のとおりとなっております。 

 なお、学童保育所の登録児童は３月で３２名、前年度より７名の減。中学生等海外研

修派遣事業につきましては１４名の参加でありまして、前年度より３名の増。冒険体感

ｉｎとうきょう事業につきましては１５名の参加で、前年度より１名の増となっており

ます。 

 次のページをお開きください。 

 ２目公民館費も例年同様の執行状況でありまして、内容も主要事業に記載のとおりで

あります。公民館図書室の利用者につきましては２,８６２名でありまして、前年度より

５３３人の減、視聴覚室の利用者数は２,０００名でありまして、前年度より３８２名の

減となっております。 

 ３目文化財保護費につきましても例年同様の執行でありまして、内容も主要事業に記

載のとおりであります。関寛斎資料館の入館者数につきましては、前年度より２７名の

減となっております。 

 次に、５項保健体育費であります。次のページをお開きください。 

 １目保健体育総務費も例年同様の執行でありまして、内容も主要事業に記載のとおり

であります。社会体育関係の主要事業に記載の各種大会等の開催につきましては、１１

大会、１５日間の開催で、前年同様であります。参加者の延べ人数につきましては、前

年度より７５名の減となっております。 

 ２目体育施設費も例年同様の執行で、内容も主要事業に記載のとおりであります。 

 次に、３目学校給食費です。次のページをお開きください。この科目も例年同様の執

行状況でありまして、職員の人件費のほか、給食センターの管理運営費となっておりま

す。主要事業にも記載されておりますが、平成３０年度に提供しました給食の食数につ

きましては、前年度より２,９９５食の減となっております。 

 次に、１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費、

２目林業用施設災害復旧費及び次のページになります。２項公共土木施設災害復旧費１

目道路橋りょう災害復旧費につきましては、昨年は災害復旧工事がございませんでした

ので、通常の事務経費のみの執行となっております。 

 １２款公債費１項公債費１目元金及び２目利子につきましては、資料ナンバー２３

に、起債残高等推移をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 なお、一般会計の残高は４４億９,８９０万９,０００円でありまして、前年度末より

１,５３６万４,０００円の減となっております。これをことしの３月末の人口２,３５８

人で割り返しますと、町民１人当たり１９０万７,９３４円となりまして、前年度より

６,７９０円の増となっております。 
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 １３款予備費につきましては３３２万２,６２８円でありまして、１件の充当がござい

ました。 

 歳出の合計になりますが、当初予算額４４億３４８万１,０００円、補正予算額３億

４,７８１万３,０００円、繰越明許費１億６,２６２万７,０００円で、予算現額は４９

億１,３９２万１,０００円、支出済額は４６億８３４万５,７９２円、翌年度への繰越明

許費は１億９,４６９万７,９６０円、不用額が１億１,０８７万７,２４８円、予算流用

額は８件、３９万８,５７８円、予備費充当は１件、６７万７,３７２円で、一般会計の

歳出の決算を終えております。 

 続きまして、１１８ページをお開きください。 

 １１８ページは、一般会計の実質収支に関する調書、単位は千円であります。 

 歳入総額が４７億２,８６２万７,０００円、歳出総額は４６億８３４万６,０００円、

歳入歳出差し引き額は１億２,０２８万１,０００円、繰越明許費繰越額が９９０万６,０

００円で、実質収支額は１億１,０３７万５,０００円であります。 

 なお、繰越明許費繰越額９９０万６,０００円は、令和元年度への繰越額１億９,４６

９万８,０００円から未収入特定財源１億８,４７９万２,０００円を除いた額となってお

ります。実質収支額の２分の１以上となる６,０００万円を財政調整基金に積み立てるこ

ととしまして、残りの５,０３７万５,０００円が翌年度への繰越金となります。 

 次に、１１９ページをごらんください。 

 １、公有財産、（１）土地及び建物、ア、総括であります。合計の欄を見ていただき

たいと思いますが、土地、地籍の行政財産と普通財産の合計では、年度中の増減が７４

万４,５７７.６平米の増で、決算年度末現在高は３,２３３万９,４７４.４４平米であり

ます。建物の木造と非木造の延べ面積の年度中の増減が３８４.９１平米の減でありまし

て、決算年度末現在高は６万４,７３７.７９平米であります。 

 この土地、建物の行政財産の内訳につきましては１２０ページ、１２９ページ、普通

財産につきましては１２１ページ、１２９ページにございます。また、このほかの財

産、山林、有価証券は１２２ページ、出資による権利は１２３ページ、物品は１２４

ページから１２５ページ、備品は１２６ページから１２７ページ、債権と３月３１日現

在の基金は１２８ページにありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 以上で、議案第５９号の説明を終わります。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

                           休憩 午後 ０時００分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第６０号平成３０年度陸別町国民健康保険事

業勘定特別会計歳入歳出決算についての説明に入らせていただきます。 
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 既に皆さん御承知のように、国民健康保険制度につきましては、持続可能な医療保険

制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律に基づきまして、平成３

０年度から都道府県が財政運営の責任主体となりました。これによりまして、前年度と

は収入、支出の方法や区分などが変更となっておりますので、この件については、あら

かじめ御承知をいただきたいと思います。 

 まず、決算書の説明資料により説明をさせていただきたいと思いますので、１６４

ページをお開きいただきたいと思います。 

 １６４ページ。第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表であります。左の事務

職員数から保険税徴収回数までは前年度と変わっておりません。年間平均世帯数は前年

度より１９世帯の減、年間平均被保険者数は前年度より３３人の減、１世帯当たりの税

調定額は前年度より６,８１８円の増、１人当たりの税調定額は前年度より５,６９１円

の増、１人当たりの療養諸費費用額は前年度より１万２,５７５円の増、受診率は前年度

から見ると２５.５ポイントの減であります。 

 次に、第２表、平成３０年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４億３,５９４万４,０００円、歳入の決算額が４億１,９４９万３５７円、歳出

の決算額が４億１,０９８万３,４０２円で、差し引き残額８５０万６,９５５円、これは

令和元年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９４.３％であります。 

 次のページをごらんください。 

 第３表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款国民保険税から合計の前の共同事業交付金までの款ごとの平成２９年度と平成３

０年度の金額及び比率などにつきましては、表のとおりであります。平成３０年度の歳

入の合計につきましては、予算額４億３,５９４万４,０００円、調定額４億２,１９１万

８,４７９円、収入済額４億１,９４９万３５７円で、前年度と比較しますと５,８９７万

１,７４０円の減となっております。 

 なお、１款国民健康保険税につきましては、収入済額が８,５３７万１,９７８円、歳

入に占める割合は２０.４％でありまして、前年度に比較しまして２.５ポイントの増。

不納欠損額６万２,９００円、収入未済額２３６万５,２２２円で、収納率は９７.２％

で、前年度に比較しまして０.３ポイントの増となっております。 

 次のページ、１６６ページをお開きください。 

 第４表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計の前の介護保険納付金までの款ごとの平成２９年度と平成３０年

度の金額並びに比率などは表のとおりであります。平成３０年度の歳出の合計につきま

しては、予算額４億３,５９４万４,０００円、支出済額４億１,０９８万３,４０２円

は、前年度と比較しますと４,９９７万６,２８２円の減。不用額が２,４９６万５９８円

は、執行率は９４.３％でありまして、前年度より０.８ポイントの増となっておりま

す。 
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 次のページをお開きください。 

 １６７ページ。 

 第５表、国民健康保険税収納額最近年度比較表であります。左側が現年課税分、右側

が滞納繰越分でありまして、現年課税分は、調定額が８,５１２万４,２００円、収入済

額８,３７０万４,９００円は、前年度と比較しますと２７万４,９００円の減、収入未済

額は１４件、１４１万９,３００円で、前年度と比較しますと、件数は変わっておりませ

んが、１８万９,６００円の増。収納率は９８.３％であります。滞納繰越分は、調定額

が２６７万５,９００円、収入済額が１６６万７,０７８円は、前年度と比較しますと２

２万４４円の減。不納欠損額は２件で６万２,９００円、前年度と比較しますと１万１,

９００円の増。収入未済額は１９件、９４万５,９２２円で、前年度と比較しますと７

件、５１万８,８７８円の減。収納率は６２.３％であります。現年課税分と滞納繰越分

を合わせた収入未済額は３３件の２３６万５,２２２円となります。 

 なお、収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構より２９件、６３万９,９７８円

が入金しております。 

 次の第６表、最近５カ年間の決算額調べにつきましては、ここに記載のとおりであり

ますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、１４２ページからの陸別町国

民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明をさせていただきたい

と思います。 

 なお、国民健康保険事業勘定特別会計の歳入歳出の決算に係る資料につきましては、

資料ナンバー４０－１から４０－４にありますので、後ほどごらんいただきたいと思い

ます。 

 それでは、１４２ページの歳入からとなります。 

 １款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険税でありま

す。まず、平成３０年度末の世帯数でありますが、４２７世帯、被保険者数は６８４人

でありまして、前年度より１０世帯、２７名の減となっております。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税でありますが、平成３０年度末では、被保険者数

はゼロ人ということでありまして、前年度より２世帯、３人の減となっております。 

 国民健康保険税に係る調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額につきましては、

先ほどの説明資料において説明をさせていただいておりますので、重複する部分につき

ましては説明を省略させていただきます。 

 なお、一般被保険者国民健康保険税の現年課税分の収入未済額のうち８件、８７万５,

５００円と滞納繰越分の収入未済額のうち６件、２１万８,２２１円は８月末までに入金

されております。 

 ２款国庫支出金につきましては、災害があった場合の対応科目でありまして、支出は

ございません。 
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 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金１節保険給付費等交付金、普通交

付金２億３,１６２万５,６２３円につきましては、歳出の２款保険給付費の総額と同額

となっております。２節の特別交付金５,０３７万１,０００円につきましては、保険者

努力支援分１５６万２,０００円、直診会計への繰出金となっております、へき地町営診

療施設運営費分が含まれております特別調整交付金３,６８８万５,０００円、道繰入金

１,０８７万６,０００円、特定健診負担金１０４万８,０００円となっております。 

 ４款財産収入であります。次のページをお開きください。 

 １項財産運用収入１目利子及び配当金につきましては、基金の利息であります。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節保険基盤安定繰入金１,８１６万

６,９１４円につきましては、低所得者などに対する７割、５割、２割の保険料軽減分と

保険者支援分であります。これにつきましては、一般会計の歳入におきまして、国と道

から合わせて４分の３、１,３６２万５,１８５円が入っております。２節事務費繰入金

は、総務費における事務費分３１６万４,１９３円。３節出産育児一時金等繰入金は２８

万円の２件、５６万円。４節財政安定化支援事業繰入金は、普通地方交付税への算入額

５６６万５,０００円であります。 

 ６款繰越金は、前年度繰越金で１,７５０万２,４１３円。 

 ７款諸収入でありますが、次のページをごらんください。 

 １項延滞金加算及び過料１目一般被保険者延滞金４０万５,７００円は３６件分であり

ます。 

 以下、２目から４目は科目存置。２項雑入１目から４目までも科目存置であります。 

 次のページをごらんください。 

 ５目療養給付費負担金６６３万１,０４５円は、平成２９年度の国・道支出金等の事業

費の精算に伴う返還金であります。 

 以下、６目、７目は科目存置。８目雑入２万６,０００円につきましては、健康診断の

個人負担１３名分で２万６,０００円であります。 

 歳入の合計となりますが、当初予算額４億２,３０９万７,０００円、補正予算額１,２

８４万７,０００円で、予算現額４億３,５９４万４,０００円、調定額４億２,１９１万

８,４７９円、収入済額が４億１,９４９万３５７円、不納欠損額が６万２,９００円、収

入未済額が２３６万５,２２２円の決算となっております。 

 続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。１５０ページをお開きください。 

 歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、国保連合会への負担金な

ど、例年同様の国保会計の事務経費の執行となっております。 

 なお、２５節積立金は、平成３０年度と令和元年度の前期高齢者の納付金の精算が保

留となっておりますことから、基金に積み立てておくというものでありまして、納付金

の精算につきましては、令和２年度から令和５年度までの４カ年で行われるということ
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となっております。 

 ２目連合会負担金は、例年どおりの執行であります。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費ですが、十勝市町村税滞納整理機構への負担金が３４万５,

４１７円で、４０件、８８万７,４００円を引き継ぎまして、２９件、６３万９,９７９

円を収納しております。 

 ３項運営協議会費は、例年どおりの執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２款保険給付費でありますが、項目ごとに前年度と比較しますと、１項療養諸費１目

一般被保険者療養給付費１億９,８６７万７,２７３円は、２２７万６９０円の増。２目

退職被保険者等療養給付費１３万９,１８１円につきましては、１５８万３,７７１円の

減。３目一般被保険者療養費３７０万４３６円は、１７９万５,０３６円の減。４目退職

被保険者等療養費は支出がなく、４万８,１３０円の減。５目審査支払手数料５９万２,

６３４円は、１万１,３２２円の増。 

 ２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費２,７６４万５,６７９円は、２７８万８,

７４５円の増。次のページをお開きください。２目退職被保険者等高額療養費は支出が

なく、４２万２,４９０円の減。３目一般被保険者高額介護合算療養費、それから４目退

職被保険者等高額介護合算療養費及び３項の移送費につきましては、科目存置となって

おります。 

 ４項出産育児諸費１目出産育児一時金は２件分８４万円で、４２万円の増。２目審査

支払手数料は、委託料４２０円であります。 

 ５項葬祭諸費１目葬祭給付費は科目存置であります。次のページをお開きください。 

 ２目葬祭費は７件分２１万円で、１６万円の増。平成３０年度から１件、１万円から

３万円増額となっております。 

 ６項育児諸費につきましては科目存置であります。 

 なお、２款保険給付費の総額２億３,１６２万５,６２３円につきましては、先ほども

申しましたが、同額が歳入の道支出金、保険給付費等交付金として入っております。 

 ３款国民健康保険事業納付金につきましては、今年度から設定されました科目であり

ます。 

 １項医療給付費分２項後期高齢者支援金等分、次のページにあります３項介護給付金

分につきましては、いずれも平成３０年度から北海道が財政運営の責任主体となりまし

て、全道の市町村の標準化に向けて、陸別町の負担分を積算し、求められた納付額であ

ります。総額で１億１,４８１万６,０００円で、記載のとおりの納付となっておりま

す。 

 次のページをお開きください。 

 ４款共同事業拠出金は、退職者医療事業分担金としての納付額９１円であります。 

 ５款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費は例年どおりの
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執行でありますが、１３節の委託料では、特定健診２７６件、２４４万１,５６４円が主

な内容であります。 

 ２項保健事業費１目保健事業費につきましても例年どおりの執行となっております。 

 次のページをお開きください。 

 １３節の委託料につきましては、インフルエンザの予防接種１２６人、４４万１,００

０円、高齢者肺炎球菌の予防接種２４人、９万６,０００円、ふれあい広場のステージ設

置費用１５万１,２００円などが主な内容となっております。２０節扶助費は、インフル

エンザの予防接種３人、１万１,５６０円の償還払分であります。 

 続きまして、６款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金であります。２３節

償還金利子及び割引料１１６万７,５９３円につきましては、平成２９年度の退職者医療

交付金の確定に伴う返還金８６万３,０４９円、同じく平成２９年度の高額医療費共同事

業負担金の確定に伴う返還金１５万８,９９４円、それから、国保税還付金１１件で１４

万５,５５０円の内訳となっております。 

 ２目の延滞金は科目存置。３目繰出金は、特別調整交付金のへき地直営診療施設運営

費分３,５９７万５,０００円の直診会計への繰出金であります。 

 ７款予備費につきましては充当はございません。 

 歳出の合計となりますが、当初予算額４億２,３０９万７,０００円、補正予算額１,２

８４万７,０００円、予算現額は４億３,５９４万４,０００円、支出済額は４億１,０９

８万３,４０２円、不用額が２,４９６万５９８円で、歳出の決算を終えております。 

 次の１６２ページをお開きください。 

 １６２ページは、国民健康保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調書でありまし

て、単位は千円となっております。 

 歳入総額は４億１,９４９万円、歳出総額は４億１,０９８万３,０００円、歳入歳出差

し引き額と実質収支額は同額でありまして、８５０万７,０００円であります。同額が次

年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６０号の説明を終わりまして、次に、議案第６１号の説明に入りま

す。 

 議案第６１号平成３０年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決

算についての説明に入らせていただきます。 

 まずは、決算書の説明資料により、説明をさせていただきたいと思いますので、１８

７ページをお開きください。 

 １８７ページ、第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括であります。予算額３億４,

４４０万３,０００円、歳入の決算額が３億４,９８４万３,５４８円。歳出の決算額が３

億３,０３４万４,２１５円で、差し引き残額１,９４９万９,３３３円、これは、令和元

年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９５.９％であります。 

 次のページ。 
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 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款診療収入から合計の前の町債までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額

及び比率などにつきましては、表のとおりでありますが、平成３０年度の歳入の合計に

つきましては、予算額３億４,４４０万３,０００円、調定額３億４,９８４万８,０６８

円、収入済額３億４,９８４万３,５４８円で、前年度と比較しますと２,９１４万５８６

円の増となっております。 

 なお、１款診療収入につきましては、収入済額が１億２３８万３,４６１円で、歳入に

占める割合は２９.３％であります。前年度に比較しまして４.７ポイントの減、収入未

済額は４,５２０円であります。 

 次に、１８９ページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から４款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比

率などは、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額３億４,４４０万３,０００円、支

出済額３億３,０３４万４,２１５円、昨年と比較しますと３,１９１万９,５８５円の

増、不用額が１,４０５万８,７８５円、執行率は９５.９％でありまして、昨年度より

０.６ポイントの増となっております。 

 次のページ。 

 第４表、診療収入収納状況調べであります。左側が入院分、右側が外来分でありまし

て、入院分の収入済額は９４３万９,７６０円で、前年度と比較しますと７１１万７,３

９８円の減、収入未済額は１件、４,５２０円で、前年度と比較しますと２万円の減であ

ります。外来分の収入済額は７,３７４万８,９２０円で、前年度と比較しますと４０５

万４,１６０円の減であります。 

 次のページ、１９１ページをお開きください。 

 １９１ページは、第５表、経費別支出内訳調べであります。 

 １、総務費につきましては２億８,９５８万９,７３４円、前年度と比較しますと１,８

１２万４,８３９円の増、診療収入に対する割合につきましては２８２.８％で、４１.７

ポイントの増。真ん中辺になります。２の医業費でありますが、３,９６９万７,７７７

円、前年度と比較しますと１,３７９万４,３０６円の増、診療収入に対する割合は３８.

８％で、１５.８ポイントの増であります。 

 次のページをごらんください。 

 第６表、患者数及び職員数等調べでありますが、年間の入院患者数は４４２人で、前

年度と比較しますと３２２人の減、外来患者数は１万２,５６０人で、１人の減となって

おります。 

 次のページ。１９３ページの２、職員数、３、患者１人１日当たりの診療収入調べ、

４、患者１人１日当たりの薬品費調べ、５、診療収入に対する投薬等の収入割合は記載
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のとおりでありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、１７１ページからの陸別町国

民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明に入らせてい

ただきます。 

 なお、資料ナンバー４１－１と２に、陸別町国民健康保険関寛斎診療所運営状況があ

りますので、こちらも後ほどごらんいただきたいと思います。 

 それでは、１７１ページ。歳入であります。 

 １款診療収入の収入済額につきましては１億２３８万３,４６１円で、前年度と比較し

ますと１,０２３万１,３７８円の減であります。 

 １項入院収入、２項外来収入につきましては、先ほど説明資料により説明をしており

ますので、内容の説明は省略させていただきますが、１項入院収入の４目一部負担金収

入の２節、過年度にあります収入未済額１件、４,５２０円は８月末日までに納入済みと

なっております。 

 次のページ、１７３ページをお開きください。 

 こちらは、２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料１節行政財産使用料に

つきましては、診療所内にあります自動販売機の設置に係る使用料であります。 

 続きまして、１７５ページをお開きください。 

 ２項手数料１目文書料は、診断書や介護意見書などで８８万６,４００円。 

 ２目請求事務取扱手数料は、医療請求事務に係る手数料１３万３,４８８円でありま

す。 

 ３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金１節施設管理費補助金は、Ｘ線画像記録

管理システム購入に係る補助金８１０万円であります。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入につきまして

は、職員住宅３戸分４７万２,８００円の収入であります。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節一般会計繰入金１億７,３４７万

７,０００円の内訳につきましては、起債償還分が１０５万８,０００円、施設整備費分

が１,１７０万円、財政対策分が１億６,０７１万９,０００円であります。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金につきましては、へき地診療所運営分で３,５９７万

５,０００円であります。 

 次のページ、１７７ページをお開きください。 

 ６款繰越金、前年度繰越金で２,２２７万８,３３２円。 

 ７款諸収入１項雑入１目雑入１節私用電話料は５,３３０円。２節雑入につきまして

は、嘱託医報酬が２９４万円、社会保険料等個人負担金が２３１万１,８３１円、患者外

給食６０万１５０円が主な内容となっております。 

 歳入の合計となりますが、当初予算額３億３,８９７万円、補正予算額５４３万３,０

００円で、予算現額３億４,４４０万３,０００円、調定額３億４,９８４万８,０６８
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円、収入済額が３億４,９８４万３,５４８円、収入未済額は４,５２０円の決算となって

おります。 

 続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。１７９ページであります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費につきましては、健診システム導入で１７

４万８,６００円、そのほか人件費、施設の管理運営経費、事務経費等の執行となってお

ります。不用額につきましては、２節給料、３節職員手当等、４節共済費に共通してい

る事業としまして、１月１日付で看護師１名が退職しまして、その後、新たな看護師の

応募がなく、補充ができなかったことによる不用額となっております。３節の職員手当

等の不用額は、時間外勤務手当５７万１,０７３円、勤勉手当５６万４,５９２円、夜勤

手当１２万９,９７１円、退職手当組合費１０万９,４７６円が主な内容であります。４

節の共済費の不用額は、共済組合費２４万７,３１０円、社会保険料等で１６万４,７９

５円が主な内容であります。７節賃金の不用額は、臨時医師賃金でありまして２５万

円、臨時看護師の賃金が３６万８,２３８円が主な内容。１１節需用費は、施設の燃料代

３５万７,２００円、施設管理用の消耗品費で１６万８,４３０円が主な内容でありま

す。 

 ２項研究研修費１目研究研修費は、例年どおりの執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 なお、今の科目、９節の旅費８２万３,０６０円の不用額につきましては、各種研修会

への参加回数が少なかったことによるものであります。 

 次に、２款医業費であります。１項医業費１目医療用機械器具費につきましては、Ｘ

線画像記録管理システム一式の備品購入をしております。 

 ２目医療用消耗機材費から５目寝具費につきましては、例年どおりの執行であります

が、２目医療用消耗機材費の１１節需用費の不用額につきましては、医療用の消耗品分

の不用額であります。１２節役務費の不用額につきましては、クリーニング代２３万５,

０９０円が主な内容。 

 ３目医薬品費は１,０２６万９,５９６円、前年度と比較しますと１５３万６,３３８円

の減。 

 ４目検査費２５４万７,３１３円は、前年度と比較しますと１９万７,１１７円の減。 

 ５目寝具費８万９,９９１円は、前年度と比較しますと７万３,４０２円の減となって

おります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項給食費１目給食費１７５万６５５円につきましては、前年度と比較しますと６２

万５,８４８円の減で、不用額は、給食の賄い材料費であります。 

 ３款公債費につきましては、資料ナンバー２３の起債残高と推移の一覧表があります

ので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 なお、元金と利子を合わせた支出済額１０５万６,７０４円は、前年度とほぼ同額と
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なっております。 

 ４款予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計になりますが、当初予算額３億３,８９７万円、補正予算額５４３万３,０

００円で、予算現額は３億４,４４０万３,０００円、支出済額は３億３,０３４万４,２

１５円、不用額が１,４０５万８,７８５円で、歳出の決算を終えております。 

 続きまして、１８５ページをお開きください。 

 国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であり

ます。歳入総額が３億４,９８４万４,０００円、歳出総額は３億３,０３４万４,０００

円、歳入歳出差し引き額、実質収支額につきましては、同額の１,９５０万円でありま

す。同額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６１号の説明を終わりまして、次に、議案第６２号の説明に入らせて

いただきます。 

 議案第６２号平成３０年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算についての説明

に入らせていただきます。 

 まずは、決算書の説明資料により説明をさせていただきたいと思いますので、２０９

ページをお開きください。 

 ２０９ページ。 

 第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額２億２,８７３万５,０００円、歳入の決算額が２億２,８６６万８,２８３円、

歳出の決算額が２億２,４４９万６,７９６円で、差し引き残額４１７万１,４８７円で、

これは令和元年度への繰越金となります。なお、歳出の執行額は９８.１％であります。 

 次のページ。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款使用料及び手数料から７款町債までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金

額及び比率などにつきましては、表のとおりであります。平成３０年度の歳入の合計に

つきましては、予算額２億２,８７３万５,０００円、調定額２億２,８６６万８,２８３

円、収入済額２億２,８６６万８,２８３円で、前年度と比較しますと４,８１０万４,６

７２円の増となっております。 

 なお、１款の使用料及び手数料につきましては、収入済額が５,２０６万１,５９４

円、歳入に占める割合は２２.８％で、前年度に比較して６.７％の減となっておりま

す。 

 次のページ、２１１ページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から４款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比

率などは表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額２億２,８７３万５,０００円、支
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出済額２億２,４４９万６,７９６円、前年度と比較しますと４,８３２万７,７３７円の

増、不用額が４２３万８,２０４円、執行率は９８.１％でありまして、前年度より０.６

ポイントの増となっております。 

 次のページ。 

 第４表、水道使用料徴収実績調べてあります。 

 陸別地区の調定額、収入済額は、同額の５,１９５万３,５９４円で、前年度と比較し

ますと１２８万３１６円の減、このうち一般用の調定額、収入済額も同額の３,７４０万

８,４８６円で、前年度と比較しますと１１４万３,６２２円の減となっております。 

 以下、営業用から臨時用まで、記載のとおりでありますので、後ほどごらんいただき

たいと思います。 

 続きまして、下の表であります。３月末現在の用途別給水戸数でありますが、前年度

と比較しますと、一般用が９９６戸でありまして、１７戸の減、営業用が２８戸で２戸

の減、事業用が４０戸で１戸の減、団体用が６戸と公衆浴場用１戸は、増減はございま

せん。合計１,０７１戸で２０戸の減となっております。 

 次のページ、２１３ページをお開きください。 

 第５表、給水状況調べであります。こちらも前年と比較しますと、年間の給水量の合

計は３０万２,４３５立方メートルで、２,０９８立方メートルの減、１日平均の給水量

は８２９立方メートルで５立方メートルの減、給水人口は２,１３６人で３７人の減、１

人１日の平均給水量は３８８リットルで４リットルの減となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、１９７ページからの陸別町簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明を行います。 

 １９７ページをお開きください。 

 歳入。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料につきましては、先ほど説明資料に

より説明しておりますので、内容の説明は省略させていただきます。 

 次に、２項手数料１目水道手数料１節設計手数料は、給水装置の工事審査手数料であ

りまして、新設が８,０００円の１０件、改造が４,０００円の２件、撤去が４,０００円

の５件の合計１７件、１０万８,０００円であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目簡易水道事業補助金は、機器更新に係る補助金１,

３６９万８,０００円であります。 

 ３款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、機器更新において不要となりま

した機器を金属として売り払いまして、その売り払った収入６万８,３３２円となってお

ります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金であります。次のページをお開きください。 

 １目一般会計繰入金１億６３３万８,０００円につきましては、建設改良分５,４２９

万２,０００円、財政対策分５,２０４万６,０００円の内訳となっております。 
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 ５款繰越金は、前年度繰越金で４３９万４,５５２円。 

 ６款諸収入１項雑入６１０万７,８０５円につきましては、下水道会計からの下水道料

金の事務負担金５８万９,００５円、消火栓整備等補償費１４７万９,６００円、水道管

施設等補償費４０３万９,２００円であります。 

 ７款町債１項町債１目簡易水道事業債４,６００万円につきましては、過疎債が２,３

００万円、簡易水道事業債が２,３００万円であります。 

 歳入の合計になりますが、当初予算額２億３,２５１万９,０００円、補正予算額、マ

イナスの３７８万４,０００円で、予算現額は２億２,８７３万５,０００円、調定額と収

入済額は同額の２億２,８６６万８,２８３円、収入未済額がゼロ円ということで決算と

なっております。 

 続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。次のページをお開きください。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、水道台帳構築委託業務で

６７５万円、その他人件費、水道料金収納業務などの経費となっております。なお、２

７節公課費は消費税の納入分であります。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は、水道施設の維持に係る経費でありまし

て、主要事業に記載の内容が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 １３節委託料の不用額につきましては、管路等の修繕で５１万６,１２０円、水道メー

ターの取りかえで４１万２,４９６円、施設設備保守管理で１１万７,４７６円、水道施

設運転管理で３８万９,２００円が主な内容となっております。 

 ２目施設新設改良費６,２４４万６,１５０円につきましては、主要事業に記載の内容

のとおりであります。後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ３款公債費につきましては、資料ナンバー２３に起債残高と推移の一覧がありますの

で、後ほどごらんいただきたいと思います。元金と利子とを合わせました支出済額は１

億６２６万４,６２６円で、前年と比べて４０５万４,９９３円の増となっております。 

 ４款予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 次のページをお開きください。 

 ２０５ページ。歳出の合計となりますが、当初予算額２億３,２５１万９,０００円、

補正予算額、マイナスの３７８万４,０００円、予算現額は２億２,８７３万５,０００

円、支出済額は２億２,４４９万６,７９６円、不用額が４２３万８,２０４円で歳出の決

算を終えております。 

 次のページ、２０７ページをお開きください。 

 ２０７ページは、簡易水道事業特別会計の実質収支に関する調書で、単位は千円と

なっております。 

 歳入総額が２億２,８６６万８,０００円、歳出総額は２億２,４４９万７,０００円、
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歳入歳出差し引き額と実質収支額につきましては、同額の４１７万１,０００円でありま

す。この同額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６２号の説明を終わりまして、続きまして、議案第６３号の説明に入

らせていただきます。 

 議案第６３号平成３０年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についての説

明に入らせていただきます。 

 まずは、決算書の説明資料により、説明をさせていただきたいと思いますので、２２

９ページをお開きください。 

 ２２９ページ。 

 第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括であります。予算額１億３,７１５万７,０

００円、歳入の決算額が１億３,７３６万５,５３０円、歳出の決算額が１億３,４９７万

２,６０２円で、差し引き残額２３９万２,９２８円、これは令和元年度への繰越金とな

ります。なお、歳出の執行率は９８.４％であります。 

 次のページ。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款分担金及び負担金から７款財産収入までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度

の金額及び比率につきましては表のとおりであります。平成３０年度の歳入の合計につ

きましては、予算額１億３,７１５万７,０００円、調定額１億３,７３６万５,５３０

円、収入済額１億３,７３６万５,５３０円で、前年度と比較しますと４,３０９万４,８

４８円の減となっております。 

 なお、２款使用料及び手数料につきましては、収入済額が２,４５４万９,０３６円、

歳入に占める割合は１７.９％でありまして、前年度に比較しまして４.０ポイントの増

となっております。 

 次のページ、２３１ページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から５款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比

率などは表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額１億３,７１５万７,０００円、支

出済額１億３,４９７万２,６０２円、前年度と比較しますと４,３５４万５,９１４円の

減、不用額が２１８万４,３９８円、執行率は９８.４％でありまして、前年度より０.６

ポイントの減となっております。 

 次のページ。 

 第４表、下水道使用料徴収実績調べであります。 

 陸別処理区の収入済額は２,４４４万７,０３６円で、前年度と比較しますと６０万５,

７１９円の減、このうち一般用の収入済額は２,４１１万５７４円で、前年度と比較しま

すと５９万１１３円の減、公衆浴場用の収入済額は３３万６,４６２円で、前年度と比較
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しますと１万５,６０６円の減となっております。 

 次に、下の表の３月末現在の処理状況であります。前年度と比較しますと、処理人口

は１,７９６人で１６人の減、水洗化人口は１,６４４人で６人の減、水洗化率は９１.５

％で、０.４ポイントの増となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、２１７ページから、陸別町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明に入らせていただきます。 

 ２１７ページ、歳入。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金６７万５,０００円につきまし

ては、平成２８年度建設分が１４戸分で３５万円、平成２９年度分建設分が１０戸分で

２５万円、平成２９年度の前納分が３戸分で７万５,０００円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料につきましては、先ほど説明資料

により説明しておりますので、内容の説明は省略させていただきます。 

 次に、２項手数料１目下水道手数料は、排水設備工事の工事審査手数料の新設が８,０

００円の９件、改造が４,０００円の３件、撤去が４,０００円の２件の合計１７件で９

万２,０００円、排水設備指定業者の登録手数料が１件、１万円で合計１０万２,０００

円であります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金は、計装機器更新に係る補助金

１,３６０万５,０００円であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８,８１７万３,０００円は、分流式

下水道分が４,６３４万７,０００円、建設改良分が１０９万１,０００円、財政対策分が

４,０７３万５,０００円の内訳であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５款繰越金は、前年度繰越金で１９４万１,８６２円。 

 ６款町債１項町債１目下水道事業債８４０万円は、過疎債が４２０万円、下水道債が

４２０万円であります。 

 ７款財産収入１項財産売払収１目物品売払収入は、計装機器更新において不要となり

ました機器の金属分を売り払った収入２万１,６３２円であります。 

 歳入の合計となりますが、当初予算額１億６,００５万８,０００円、補正予算額、マ

イナスの２,２９０万１,０００円、予算現額１億３,７１５万７,０００円、調定額と収

入済額が同額の１億３,７３６万５,５３０円、収入未済額がゼロ円の決算となっており

ます。 

 続きまして、歳出の説明に入ります。２２１ページをお開きください。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、経営戦略策定支援委託業

務１７２万８,０００円のほかは、職員の人件費を含めて、例年どおりの執行でありま

す。なお、２７節公課費は、平成２９年度分の消費税の部分５５万７,４００円でありま
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す。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は、下水道施設の維持に係る経費でありま

して、主要事業に記載の内容が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 １３節委託料の不用額でありますが、施設設備改修で３９万５２０円、管渠清掃で１

０万円が主な内容であります。 

 ３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費２,７７５万９,７８５円につきまして

は、主要事業に記載の内容となっております。後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ４款公債費につきましては、資料２３に起債残高等推移の一覧表がありますので、後

ほどごらんいただきたいと思います。元金と利子を合わせました支出済額は４,７１４万

９,５７３円で、前年度と比べて２３４万９,２７６円の増となっております。 

 ５款予備費については、充当はございませんでした。 

 次のページ、２２５ページをお開きください。 

 歳出の合計であります。当初予算額１億６,００５万８,０００円、補正予算額、マイ

ナスの２,２９０万１,０００円で、予算規模は１億３,７１５万７,０００円、支出済額

は１億３,４９７万２,６０２円、不用額が２１８万４,３９８円で、歳出の決算を終えて

おります。 

 次のページ、２２７ページをお開きください。 

 ２２７ページは、公共下水道事業特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であ

ります。 

 歳入総額が１億３,７３６万６,０００円、歳出総額は１億３,４９７万３,０００円、

歳入歳出差し引き額と実質収支額は同額の２３９万３,０００円であります。同額が次年

度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６３号の説明を終わります。 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午後 １時５５分 

                           再開 午後 ２時１４分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第６４号平成３０年度陸別町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算についての説明に入らせていただきます。 

 まず、決算書の説明資料により説明をさせていただきますので、２６０ページをお開

き願います。 

 ２６０ページ。 

 第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括であります。予算額３億７６９万８,０００

円、歳入の決算額が３億１,３０５万４,８７６円、歳出の決算額が２億９,８１４万９,
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２３６円で、差し引き残額１,４９０万５,６４０円、これは令和元年度への繰越金とな

ります。なお、歳出の執行額は９６.９％であります。 

 次に、第２表、歳入実績最近年度比較表をごらんください。 

 １款介護保険料から８款諸収入までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及

び比率などにつきましては、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳入の合計につきましては、予算額３億７６９万８,０００円、調定額

３億１,３７０万９,２３６円、収入済額３億１,３０５万４,８７６円で、前年度と比較

しますと４０４万９８８円の増となっております。 

 １款介護保険料でありますが、収入済額が５,７１１万５,７９５円、歳入に占める割

合は１８.２％で、前年度に比較しまして２.５ポイントの増となっております。 

 次のページ。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表をごらんください。 

 １款総務費から６款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比

率などにつきましては、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額３億７６９万８,０００円、支出済

額２億９,８１４万９,２３６円、前年度と比較しますと１５２万９,９４４円の減、不用

額が９５４万８,７６４円、執行率は９６.９％であります。前年度と同率であります。 

 次に、第４表、介護保険料収納額調べをごらんください。左側が現年度賦課額、右側

が滞納繰越分でありまして、現年度賦課額につきましては、調定額が５,７２７万５,０

５５円、収入済額５,７０６万６,７９５円は、前年度と比較しますと８６０万５,５２５

円の増、収入未済額は４人分で２０万８,２６０円でありまして、収納率は９９.６％で

あります。 

 右側の滞納繰越分につきましては、調定額が４９万５,１００円、収入済額４万９,０

００円は、前年度と比較しますと１３万６,７００円の減、不納欠損額は２人分で１２万

９,３６０円で、前年度と比較しますと１万９,１１０円の減、収入未済額は６人分３１

万６,７４０円でありまして、収納率は９.９％となっております。収入未済額の合計は

１０人分５２万５,０００円であります。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、２３８ページからの陸別町介

護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明をさせてただきます。 

 なお、介護保険事業勘定特別会計の歳入歳出に係る実質状況の資料が、資料４２－１

と２にありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 それでは、２３８ページをごらんください。 

 歳入。 

 １款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料でありますが、平成３０年

度末現在の被保険者数は８８６人で、前年度より３人の減となっております。介護保険

料に係る調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額につきましては、先ほど説明資料
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において説明をしておりますので、説明を省略させていただきます。なお、現年度分の

収入未済額のうち１件、６,０００円が８月末までに入金されております。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金につきましては、歳出の介護給

付費に係る施設分１５％、その他２０％の国の負担分５,１１８万６７２円であります。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金につきましても、歳出の介護給付費に係る９.０１％分

の国の負担分２,５０５万１,０００円であります。 

 ２目地域支援事業交付金３４０万７,０７０円は、介護予防・日常生活支援総合事業分

が１９８万１,８００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業分が１４

２万５,２７０円であります。 

 ３目事業費補助金７９万９,０００円は、システム改修に係る補助金。 

 ４目保険者機能強化推進交付金は、地域包括支援センターが行う高齢者自立支援への

取り組みに対する補助金２８万４,０００円であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金につきましては、歳出の介護給付費

に係る施設分１７.５％、その他１２.５％の道の負担分４,２７６万１,２３１円。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金１７１万３,７６０円は、介護予防・日常生活支

援総合事業分が１００万１,１２５円、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援

事業分が７２万２,６３５円であります。 

 ４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１節現年度分につきま

しては、歳出の介護給付費に係る２７％の負担分７,６０２万９,０００円。２節過年度

分は、平成２９年度の精算に係る交付分４０万１,２７３円。 

 ２目地域支援事業交付金は、介護予防事業分で２１６万２,０００円であります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子の４８９円となって

おります。 

 次のページをお開きください。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金であります。１節介護給付費繰入金

は３,５４７万８,０００円で、前年度より４２万３,０００円の増。２節事務費繰入金は

５２１万円で、前年度より２２３万３,０００円の減。３節地域支援事業繰入金は１１８

万円で、前年度より２４万８,０００円の減。４節低所得者保険料軽減繰入金につきまし

ては６３万円で、前年度より３万７,０００円の増であります。一般会計に国から２分の

１、道から４分の１がこの４節には入ってきております。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は科目存置。 

 ７款繰越金は、前年度繰越金で９３３万４,７０８円。 

 ８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金。 

 次のページをごらんいただきまして、２目第１号被保険者過料から２項預金利子、３

項雑入の１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金までは科目存置となっており
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ます。 

 ４目の雑入につきましては、介護扶助審査判定業務２９万２,８００円と総合事業の訪

問Ａに係る利用者負担金２万２,０７８円、合計３１万６,８７８円であります。 

 歳入の合計となりますが、当初予算額３億１,３５０万９,０００円、補正予算額、マ

イナスの５８１万１,０００円で、予算現額３億７６９万８,０００円、調定額３億１,３

７０万９,２３６円、収入済額が３億１,３０５万４,８７６円、不納欠損額１２万９,３

６０円、収入未済額が５２万５,０００円の決算となっております。 

 続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。 

 ２４６ページ。歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理でありますが、１９節負担金補助及び交付金

につきましては、介護保険システムの改修に係る北海道自治体情報システム協議会への

負担金１５９万８,８３２円であります。 

 ２項賦課徴収費、３項介護認定審査会費につきましては、例年どおりの執行でありま

すが、１目介護認定審査会費の１２節役務費は、主治医意見書１６７件分。１９節負担

金補助及び交付金１４９万２,６００円は、十勝東北部介護認定審査会の負担金でありま

す。 

 ２目認定調査費１３節委託料は、介護認定調査業務で、直営分が１６５人、委託分が

３人、施設への委託分が１２人の合わせて１８０人分であります。 

 次に、２款保険給付費であります。次のページをお開きください。 

 １項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億２,９８１万７,７１９円

は、前年度より１４４万４６０円の減であります。延べ利用者は１,６０２人で、前年度

より５７人の増となっております。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費８２３万４,７４９円は、前年度より４８万２,８２

９円の減、延べ利用者は５９８人で、前年度より３６人の減。 

 ３目施設介護サービス給付費１億１,３５０万３,０４４円は、前年度より７３８万２,

２３５円の増、延べ利用者は４９５人で、前年度より１２人の増。 

 ４目居宅介護福祉用具購入費３万３,６７８円は、前年度より３２万１,６８０円の減

で、利用件数は２件で、前年度より８件の減。 

 ５目居宅介護住宅改修費は利用がございませんでした。比較して３４万７,４００円の

減、利用件数も５件の減であります。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１２５万９４１円は、前年

度より１１３万４,２８７円の減、延べ利用者は１４１人で、前年度より２８人の減。 

 ２目介護予防サービス計画給付費５６万１,１００円は、前年度より１５万１,８００

円の減。延べ利用者は１２７人で、前年度より３６人の減。 

 ３目介護予防福祉用具購入費２万１,４３２円は、前年度より９万９,３４０円の減。

利用件数につきましては１件で、前年度より３件の減。 
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 次のページをお開きください。 

 ４目介護予防住宅改修費７万７,２５０円は、前年度より１６万５,７５０円の減。利

用件数は２件で前年度と同数であります。 

 ３項その他の諸費は、審査支払手数料で１７万２,３２０円であります。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は４９５万７３２円で、前年度よ

り６２万２,２８９円の増。延べ利用者は４５人で、前年度より３人の増。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は４０万２,５９

４円で、前年度より２１３万６,６１２円の減。延べ利用者は１７人で、前年度より２０

人の減です。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は１,７６０万８,２

０３円で、前年度より８６万６,８６５円の増。延べ利用者は４９２人で、前年度より９

人の増であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目特定入所者介護予防サービス費は５,１０３円で、前年度より１万９,５４８円の

減。延べ利用者は１人で、前年度より３人の減であります。 

 続きまして、３款地域支援事業費１項介護予防・生活支援サービス事業費１目介護予

防・生活支援サービス事業費でありますが、１３節委託料２４万７８０円は、訪問型

サービスＡの委託料でありまして、前年度より３９万１６０円の減。延べ利用者は９１

人で前年度より１５２人の減であります。１９節負担金補助及び交付金は、第１号事業

給付費、介護予防・生活支援サービス事業の国保連への負担金の支払いであります。 

 ２目介護予防ケアマネージメント事業費１３節委託料１９万２,６００円は、町居宅介

護事業所４２件分であります。 

 ２項一般介護予防事業費９５万６,２８３円は、１１節需用費で、介護保険料のお知ら

せリーフレットの作製９万７,２００円で、１３節委託料では、介護予防普及啓発事業、

社会協議会へのふまねっと運動の委託７万８,０００円、足寄町国保病院の地域リハビリ

テーション活動支援事業の委託５２万８,０００円などが主な内容となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ３項包括的支援事業任意事業費１目包括的・継続的ケアマネージメント支援事業であ

りますが、１３節委託料は、介護予防サービス計画作成業務で、町居宅介護支援事業所

６１件、町外の居宅介護支援事業所４件、合わせて６５件の委託であります。 

 ２目任意事業費１３節委託料１４３万７,４７６円につきましては、社会福祉協議会へ

の委託、介護用品給付事業４０万４,１００円、食の自立支援事業９３万３,３７６円、

ＮＰＯ優愛館への委託、介護教室開催事業で１０万円であります。 

 ４目認知症総合支援事業費につきましては、１１節需用費で、認知症のガイドブッ

ク、認知症ケアパスの作製を行っておりまして、これが主な内容であります。 

 ４項その他の諸費につきましては、例年どおりの執行であります。 
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 次のページをごらんください。 

 ４款基金積立金１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は３７２万５,０２６円

でありまして、資料２２ページに基金別増減の状況がありますので、後ほどごらんいた

だきたいと思います。 

 次に、５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金であ

りますが、こちらは９万３,８１５円、これは過年度分の還付金１５件分であります。 

 ２目介護給付費負担金等返還金６０１万１,４４４円は、平成２９年度の精算に伴う返

還金でありまして、介護給付費分では、国の分７３万６,８２１円、道の分９１万３,５

３１円、町の分７９万８,１８２円。地域支援事業分では、国の分１１３万８７５円、道

の分が６３万２,９０４円、支払基金の分が５３万４,３３９円、町の分が３２万５,６８

７円。事務費分が町の分で９３万９,１０５円であります。 

 ６款予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計となりますが、当初予算額３億１,３５０万９,０００円、補正予算額、マ

イナス５８１万１,０００円で、予算現額は３億７６９万８,０００円、支出済額は２億

９,８１４万９,２３６円、不用額が９５４万８,７６４円、予算流用が２件ございまし

て、１万８,０４４円で、歳出の決算を終えております。 

 次のページ、２５８ページをごらんください。 

 ２５８ページは、介護保険事業勘定特別会計の実施収支に関する調書、単位は千円で

あります。 

 歳入総額が３億１,３０５万５,０００円、歳出総額は２億９,８１４万９,０００円、

歳入歳出差し引き額、実施収支額は同額の１,４９０万６,０００円であります。同額が

翌年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６４号の説明を終わりまして、次に、議案第６５号の説明に入りま

す。 

 議案第６５号平成３０年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についての説

明であります。 

 まずは、決算書の説明資料により説明したいと思いますので、２７５ページをお開き

ください。 

 ２７５ページ。 

 第１表、平成３０年度歳入歳出決算の総括でありますが、予算額４,７８１万６,００

０円、歳入と歳出の決算額は４,７１２万１,８３１円の同額で、差し引き残額はござい

ません。歳出の執行率は９８.５％であります。 

 次に、第２表、保険料収納額調べであります。左側は現年度賦課額、右側が滞納分賦

課額でありまして、現年度賦課額につきましては、調定額が２,９０１万７,２００円、

収入済額２,８９２万１,０００円で、前年度と比較しますと５１６万４,８００円の増。

収入未済額は１人、９万６,２００円でありまして、収納率は９９.７％であります。 
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 次のページ。 

 第３表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款後期高齢者医療保険料から合計の前の広域連合支出金までの款ごとの平成２９年

度と平成３０年度の金額及び比率などにつきましては、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳入の合計につきましては、予算額４,７８１万６,０００円、調定額

４,７２１万８,０３１円、収入済額４,７１２万１,８３１円で、前年度と比較しますと

５５３万２,１５５円の増となっております。 

 なお、１款の後期高齢者医療保険料につきましては、収入済額が２,８９２万１,００

０円、収入に占める割合は６１.４％で、前年度に比較して４.３ポイントの増。収入未

済額は９万６,２００円でありまして、収納率は９９.７％となっております。 

 次に、第４表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から４款予備費までの款ごとの平成２９年度と平成３０年度の金額及び比

率などにつきましては、表のとおりであります。 

 平成３０年度の歳出の合計につきましては、予算額４,７８１万６,０００円、支出済

額４,７１２万１,８３１円、前年度と比較しますと５５３万２,１５５円の増、不用額が

６９万４,１６９円、執行率は９８.６％でありまして、前年度より０.９ポイントの減と

なっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、２６５ページから陸別町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算の事項別明細書の説明に入ります。 

 なお、資料ナンバー４３に、後期高齢者医療特別会計のフロー図が添付してあります

ので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 それでは、２６５ページの事項別明細書。 

 歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料でありますが、ことし３月３１日現在の被保険者数は５５

４人で、前年度より１人の増となっております。特別徴収が３９５人、普通徴収が２０

６人で、重複が４７人となっております。 

 １項後期高齢者医療保険料でありますが、１目特別徴収保険料につきましては１,４７

２万９,３００円で、前年度より９９万３,８００円の増。 

 ２目普通徴収保険料につきましては１,４１９万１,７００円で、前年度より４１７万

１,０００円の増となっております。 

 ２款使用料及び手数料は科目存置。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金４４６万７９０円は、広域連合の事務

費分が２４８万５,０００円、町単独分が１９７万５,７９０円であります。町単独分の

内訳は、インフルエンザ分が１２４万１,５００円、健康診査分が８万７,４１９円、そ

の他事務費として６４万６,８７１円となっております。 

 ２目保険基盤安定繰入金１,３３０万４,９２９円につきましては、北海道が４分の３
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分９９７万８,６９６円、町が４分の１分３３２万６,２３３円となっております。 

 ４款繰越金は科目存置であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金も科目存置。 

 ２項償還金及び還付加算金１目還付加算金も科目存置。 

 ２目保険料還付金９,７００円、７件分で歳出と同額となっております。 

 ３項雑入４２万５,４１２円は、広域連合からの健康診査委託料３７万７４２円、制度

改正に伴う周知広告事業分５万１,２４４円、長寿健康増進事業分３,４２６円となって

おります。 

 歳入の合計となりますが、当初予算額４,３６７万３,０００円、補正予算額４１４万

３,０００円で、予算現額４,７８１万６,０００円、調定額４,７２１万８,０３１円、収

入済額が４,７１２万１,８３１円、収入未済額が９万６,２００円の決算となっておりま

す。 

 続きまして、歳出の説明に入ります。 

 ２６９ページ。歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費であります。例年同様の内容での執行であ

りますが、１３節委託料１６７万６,５８８円は、健康診査６１人、４５万８,１６１

円、インフルエンザの予防接種３４５人、１２０万７,５００円、共同電算処理業務１万

９２７円。２０節扶助費３万４,０００円は、インフルエンザ予防接種の償還払い１１名

分であります。 

 ２項後期高齢者医療広域連合納付金につきましては４,４７１万９２９円でありまし

て、前年度より５５４万１,３７５円の増となっております。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は７人分、９,７００円であ

ります。歳入と同額であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４款予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計になりますが、当初予算額４,３６７万３,０００円、補正予算額４１４万

３,０００円で、予算現額は４,７８１万６,０００円、支出済額は４,７１２万１,８３１

円、不用額が６９万４,１６９円で歳出の決算を終えております。 

 次のページ、２７３ページをお開きください。 

 ２７３ページは、後期高齢者医療特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であ

ります。 

 歳入総額、歳出総額は、同額の４,７１２万２,０００円、歳入歳出差し引き額、実質

収支額はゼロ円であります。 

 以上で、議案第５９号から議案第６５号までの説明を終わります。以後、御質問に

よってお答えをしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げ
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ます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

 平成３０年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代

表監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質

疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。 

 平成３０年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のと

おり、９月１８日に行います。 

──────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りいたします。 

 本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、１７日まで休会としま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

──────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

                           延会 午後 ２時４３分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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